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開会のあいさつ

災害メモリアルアクションKOBE　
ACTION2019

日　時：平成31年１月12日
　　　　開会 午前10時00分

「KOBEのことば」

○牧紀男企画委員長
　皆さん、おはようございます。毎年この「災害メモリアルアクションKOBE」の時期になると実際
に年が明けたような気もいたします。ご存じのように今年の１月17日で震災から24年になります。
　まず一番初めに、「災害メモリアルアクションKOBE」は何をするところかということについてお
話させていただきたいと思います。「震災を体験していない人が震災を体験していない人に伝える
仕組みを作り上げる」というのがこの「災害メモリアルアクションKOBE」が目指すことです。
　この「メモリアル」という活動は長い歴史を持っています。一番初めは「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」ということ
で、96年から10年間実施されました。最初の10年何をしていたのかというと、今の東北と同じように復興に取り組む10年で
したので復興に取り組むいろんな人がここに集まって今どういうことが起こっているのかとか、どういうことが問題なんだと
いうことを話し合ってきました。10年以降、20年目までどうしていたのかといいますと、これは今後、東北が取り組んでいく
課題だと思います。10年も経つとだんだん震災を知らない世代というのが生まれてきます。若い震災を知らない子たちに、ど
うやって震災のことを伝えていったらいいのかというのを考えたのが前の10年でした。震災を経験した大人が震災を経験し
ていない子供に大人の経験を話しても伝わらないのではないだろうかというのがそのときに考えた課題でした。大人の経験
と子供の経験は違うので、大人の経験を震災を経験していない子供が聞いても実感が持てないという問題があるんじゃない
だろうかということです。こういった課題を解決する方法として、大人のお話を当時子供だった世代の目を通して次の震災を
経験していない子供たちに伝えるという仕組みを考えだしました。一番覚えているのは、残念ながらお亡くなりになってしま
いましたが、当時神戸市消防に勤めておられた井上さん親子のお話です。震災当時小学生だった娘さんに、お父さんがお話を
する、さらに娘さんの言葉で震災を経験していない今の子供たちに伝える。
　昨日から日経新聞がそのやり方を採用した記事を掲載しております。「災害メモリアルアクションKOBE」の企画委員でも
ある高森さんのお話です。高森さんのおじさんが震災の経験を持っておられて、当時子供だった高森さんに震災の経験を伝
え、その高森さんが今、若い世代に伝えるという記事です。一昨日は看護師の酒井さんが、黒田裕子さんの経験を引き継いで
その次の世代に伝えるという記事を掲載していました。これは実は私たちも10年から20年の間に開発した伝え方です。マス
コミが私たちの開発した手法を使ってそういう報道をしていただいていることは非常にありがたく思います。
　この「災害メモリアルアクションKOBE」で私たちは何をやろうとしているのかというと、震災を経験していない世代が震災
を経験していない世代に伝えるためにはどういう新しい方法があるのかということを考えていきたいと、私たちが開発した前
の10年のやり方というのは今も実は使えるのです。震災を経験した方々というのはここにもたくさんおられますし、前に座っ
ておられる若い方はそういう先輩方々のお話を聞くことができます。ところが、次の10年ということになると、だんだんそう
いうことが難しくなってきます。そのときにどうやって伝えればいいのかということを私たちは考えたいと思っております。こ
の会を通じてその次の30年に使える方法というのを考えていきたいと思っております。
　「災害メモリアルアクションKOBE」は阪神・淡路大震災のつらい経験を二度と繰り返したくないという強い思いから、学ん
だことを次に活かすことができる形でつないでいこうという取り組みです。大震災から20年以上経った今だからこそ聞けるこ
とば。今しか聞けないことば。その個々の経験を未来へどう活かせるか。世代を超えて、共有し、話し合い、未来へつないでい
く。今のKOBEだからこそできるアクションです。近い将来起こり得る南海トラフ巨大地震を見据えて、これから大震災を経験
するかもしれない全ての人びとへ、防災の意識を継続させ、少しでも被害を小さくするために。「未災者」が大震災を知り、さ
らに「未災者」に伝え、つないでいく、新しいチャレンジです。私たちはこれまでにないアクションにより、継続的な取り組みの
検証と検討の場を通して、将来の被災者を減らします。
　伝える大震災、つながる防災。
　本日はよろしくお願いいたします。

牧企画委員長
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兵庫県立舞子高等学校

災害メモリアルアクションKOBE
兵庫県⽴舞⼦⾼等学校

⽬的：災害時、その⼈にとってベストな選択をとって後悔しないでほしい

兵庫県⽴舞⼦⾼等学校の紹介
昨年度に引き続き、今年度 も各
学年の環境防災科の⽣徒 9名が参
加させていただいています。
来たる南海トラフ巨⼤地震に備え、
⼀⼈⼀⼈が⽣き延びるためにはど
うすればいいのかを考え、活動し
てきました。

インプットについて
今回私たちはインプットとして、

ヒアリング調査を実施しました。

・11⽉４⽇南あわじ市防災訓練
防災訓練に参加していた地域の⽅々に、災

害に関する質問６つのアンケートを⾏いま
した。回答⽅法はシールの貼付です。

・11⽉７⽇渚中学校聞き取り調査
渚中学校の校⻑先⽣に阪神・淡路⼤震災の

経験や、現在学校で⾏っている活動につい
てお話ししていただきました。

・11⽉11⽇垂⽔地区街頭調査
11⽉4⽇同様の形式で、地域と年齢層を変

えて聞くために垂⽔駅前で聞き取り調査を
⾏いました。

インプット
・もっと踏み込んだ内容を

聞きたかった
・質問の⽤意が不⼗分だった
・⼈を選んで質問してしまった
・アンケートの項⽬が多かった

アウトプットについて

アウトプット
・防災知識がある相⼿にする内容

ではなかった
・時間配分ができなかった
・間違ったことを教えてしまい

そうになった

⻄淡中学校
全校⽣徒対象
・学校紹介
・南海トラフ巨⼤地震について

（予測・対応・対策）
・クイズ（Ａ or Ｂ）
・質疑応答

広⽥⼩学校
〜⽚⽅のクラス〜
・学校紹介
・防災紙芝居
・〇×クイズ
〜もう⽚⽅のクラス〜
・海溝型地震の実験
・新聞スリッパ

全体
・ミーティングが少なかった
・参加率が低かった
・効率よく作業できなかった
・チームとして機能してなかった
・発表に対する準備ができなかった

反省
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○�兵庫県立舞子高等学校１　今から舞子高校の災害メモ
リアルアクションKOBE最終報告会を始めさせていただ
きます。

　‌�　活動目的は、「災害時、その人にとってベストな選択を
取って後悔しないでほしい」。これは毎年同じ目標なん
ですけれども、なぜ同じなのかというと、災害はどこで
起こるかわからないし、そしてたくさんの人がいる中で
同じように家の中にいるだとかいうわけではなくて、そ
の人その人にとってベストな対応が違うわけなんです。ベ
ストな対応をしていてもある程度こうしておけばよかっ
たとか、ああしてたらよかったなという後悔を少しでも
なくすように、こういう目標を続けています。
　‌�　活動の振り返りですが、2016年から大まかに去年ま
での説明をします。2016年、インプットは垂水駅のヒア
リング調査、そしてアウトプットが今地震が発生したら？
と想像してもらうという活動をしました。2017年、垂水
駅と新長田駅でのヒアリング調査、アウトプットが明石
市立衣川中学校での出前授業、そして2018年が卒業
制作として「語り継ぐ」という冊子があるのですが、それ
を読んだり、ヒアリング調査をしてます。最後にアウト
プットですが、南あわじ市立西淡志知小学校と松帆小学
校での出前授業を行いました。2019年、今年は防災訓
練・垂水駅前でのアンケート調査、それから個人へのヒ
アリングを行いました。アウトプットが南あわじ市立西
淡中学校、南あわじ市洲本市組合立広田小学校への出
前授業を行いました。
○�兵庫県立舞子高等学校２　今年のインプットはヒアリ
ング調査とアンケート調査を行いました。

　‌�　まず、ヒアリング調査についてお話します。この調査
では、神戸市立渚中学校の長山校長先生にお話を伺い

ました。長山先生は阪神・淡路大震災のとき、マニュア
ルを作っておらず訓練もしていなかったため無防備でパ
ニックに陥った。また自宅が全壊し、住む場所がなくなっ
たため何をしたらいいかわからなかったとおっしゃって
いました。東日本大震災の被災地を見たときに、津波に
よって全てを流された街を見て、本当に辛いのは何もか
もなくなることなんだなと思ったそうです。長山先生が
次世代に伝えたいことは、命を大切にするということは
今を大切に生きることだということです。生きていると
いうことは何かしらの役目を持っており、その役目が何
なのかを知るためには、何か行動を起こさないといけま
せん。そして、その役目が何なのかを知り、精一杯果たせ
るといいなとおっしゃっていました。
○�兵庫県立舞子高等学校３　続いてアンケート調査につ
いて発表させていただきます。今回私たちは11月４日に
南あわじ市で、11月11日に垂水駅前でアンケート調査を
行いました。アンケートの内容としては、防災グッズを実
際に準備しているか、また非常用持ち出し袋を実際に今
家で準備しているか、家具の固定をしているか、もし南海
トラフ巨大地震が自分の住んでいる街や職場で起こった
ときの、その地域の震度や津波の高さ、避難場所などを
知っているかについてアンケートを行いました。実際にア
ンケートを行った結果がご覧の表になっております。

�

南あわじ（25） 垂水（16）
YES NO YES NO

防災グッズ 13 12 ５ 11
非常用持ち出し袋 17 ８ ４ 12
家具固定 11 14 13 ３
震度 11 14 14 ２
津波 10 15 ７ ９

避難場所 25 ０ 14 ２

アンケート調査　結果
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○�兵庫県立舞子高等学校４　アンケート調査では先ほど
の表のように、問いについてイエスかノーかということ
でお伺いしました。そのほかにも幾つかお話を伺いまし
た。南あわじ市と垂水駅の比較をしたときに、非常用持
ち出し袋を用意しているかという話のときに、用意はし
ているけれども点検はしていない。だから用意していな
いと同じ状態だという方が垂水駅で２人、南あわじ市で
は持ち出し袋は用意していないけれども、自宅避難をす
るからそちらの用意はしているという方がいました。ま
た南あわじ市では、津波がほとんどの地域に来ると言
われています。しかし、何分後に何メートルというところ
までは知らないという方が多くいらっしゃいました。垂
水駅で聞いたときは、震度がどれくらいになると思いま
すかということについては、阪神・淡路大震災と同じぐ
らいの揺れが来るんじゃないかと答える方が多く、実際
想定されているのはそれぐらいなので知っているという
ことになっています。また垂水駅でお伺いした人の中に
は震災経験がある方がとても多く、震度１でもその揺れ
を感じることは多く、怖いとおっしゃっていました。なの
で、もしも南海トラフ巨大地震が発生したときに、その
とき自分は恐怖に負けて動けないんじゃないかという
方がいらっしゃいました。またどちらも共通して阪神・
淡路大震災を経験した方のほうが用意をしっかりしてい
る。また阪神・淡路大震災だけでなく、戦争や水害、そう
いったほかの災害なども経験しているとより備えをしっ
かりしているという方が多くいました。また中学生にも
聞きましたが、そのときは多分親がやっているんだろう、
でも自分はわからないと答える方が何人かいました。

　‌�　ヒアリング調査とアンケート調査を総合した反省とし

ては、ヒアリング調査のほうは準備不足だというところ
です。自分で考えていた質問数が少なかったり内容が浅
かったりして思うように質問したり聞きたい内容が聞け
なかったという問題がありました。またアンケート調査
では、簡単なアンケートで本来であればもっと早く１分
程度で終わればよいものを六つも質問を作ってしまった
ために時間をとってしまったり、またアンケート調査のと
きに答えてくれそうな人を選んで質問してしまったため、
もっといろんな人の意見を聞けたんじゃないかなという
ところが反省点です。
○�兵庫県立舞子高等学校５　次は今年のアウトプットに
ついて説明します。今年のアウトプットは、南あわじ市洲
本市組合立広田小学校と南あわじ市立西淡中学校で出
前授業を行いました。西淡中学校では、主に舞子高校の
紹介と南海トラフ巨大地震について防災クイズを行いま
した。堅くなりがちな説明だったのですが、工夫を凝ら
してうまく説明できたのでよく聞いてもらえたように思
います。南海トラフ巨大地震についてですが、主に南海
トラフ巨大地震の概要と被害想定と備えておくべきもの
について説明しました。防災クイズでは、地震後の行動
や防災の基本知識、災害伝言ダイヤル171や震災が起こ
るまでに備えておく物をAとBのどちらかを選んでもらう
形で行いました。

○�兵庫県立舞子高等学校６　続いては広田小学校で行っ
た授業内容について説明します。大きくは二グループに
分かれて時間で交代する形で行いました。一グループ目
は防災紙芝居とクイズです。防災紙芝居では中に防災
ラックのようなキーワードを赤字で入れました。最後に
キーワードを確認したときには、小学生に対してなので
聞き方を工夫してたくさんの子が覚えていて答えてくれ
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ました。クイズは小学生が興味を持ってくれそうなもの
にしました。例えば「非常持ち出し袋の中にお菓子を入
れてもいいのか」などです。二グループ目は海溝型地震
の実験と新聞スリッパづくりを行いました。海溝型地震
の実験での子供の反響は興味を持ってくれる子もいれ
ば、まずまずの子もいるというような感じでした。新聞
スリッパづくりでは丁寧に教えることも大切だとは思い
ますが、時間が決められている場合は時間を守ることも
大切だと感じました。また時間が余ってしまった場合に
は子供たちからの質問を受けたり、コミュニケーション
をとれたので臨機応変に対応できたなと思います。また
全体を通して広田小学校の子供たちは元気がよく反応
もよかったので授業がとてもしやすいと感じました。

○�兵庫県立舞子高等学校７　アウトプットの反省は大きく
二つあります。まず一つ目は、西淡中学校での出前授業
の際、準備時間が足りず、前日準備になってしまったり、
授業内容が簡単になってしまいました。もう一つは、広
田小学校で出前授業を行ったときで、事前準備がしっか
りとできず、本番のときに時間配分をミスしてしまった
り、防災授業ではあってはならない誤った知識を教えそ
うになってしまいました。

○�兵庫県立舞子高等学校８　僕から全体を通しての反省
を言わせてもらおうと思います。ここにあるように、まず
恥ずかしい話ですが、チームとして機能していなかった、
理由、ミーティングの数が少なかったり質自体がすごく
悪かったり、意見が出なかったりして、まず内容以前の
問題だったというのが、恥ずかしながら今回の反省にな
ります。改善策としては早いうちから活動を開始するこ
とによってミーティング回数をカバーしたり、休憩時間を
しっかりとって考える時間と休憩する時間を分けて集中

力アップを図ったり、計画的に行うことで作業の効率化
を図ったりします。

　‌�　これからやっていきたいこととして、これは僕個人の
意見になってしまうのですが、僕は今三年生ですが、三
年生で初めてメモリアルアクションKOBEに参加させて
いただきました。未災者が未災者に伝えるということで
僕はその文言というか、そのメッセージはすごくいいなと
思って今回参加させていただきました。実は昨日僕たち
の舞子高校の近くにある兵庫県立神戸商業高等学校と
いう県商と呼ばれているところで同じ高校生に対して授
業を、僕とここにはいない環境防災科の生徒一人と防災
環境科の先生と三人で行いました。最初は同じ高校生と
いっても防災はすごく堅いのでどうだろう伝わるかなと
心配でしたが、僕がやった内容はクロスロードともう一
人の子は避難情報のこと、その他のいろいろなことを先
生がまとめてくださいました。同じ高校生だから伝わる
ところがあったようですごく反応がよくて一緒に考えて、
その後このように前に行って僕が言いたいことを言わせ
てもらいました。そのときはすごい真剣に聞いてくれて
それこそメモリアルアクションKOBEじゃないですけど、
未災者だから未災者同士でわかり合えるというところが
あるという話をしたら、めちゃくちゃ良い反応を引き出
せたので、来年度からこれをやるときは今回出前授業は
小学校や中学校でしかやっていなかったので、同じ高校
生に対してやっていってもすごくいいかなと思います。こ
れで舞子高校の発表を終わります。
　　ありがとうございました。
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関西大学
社会安全学部 奥村研究室
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○�関西大学社会安全学部奥村研究室　関西大学社会安
全学部の川﨑雄太です。よろしくお願いします。僕は災
害関連死について調べていまして、今回は阪神・淡路大
震災での教訓は生かされているのかどうかということに
焦点を置いて調べてきました。

　‌�　背景としては、阪神・淡路大震災では、直接、地震に
よって命を落とさなくても、大きな精神的ストレスや劣
悪な生活環境によって失われる命があるということを初
めて広く社会に認知されるようになりました。それが災
害関連死となります。あれから間もなく24年が経とうと
しているということが背景としてあります。
　‌�　この研究の目的としましては、その後、繰り返される
関連死の発生状況を分析するとともに、阪神・淡路大震
災での教訓というものは生かされているのかどうかを検
証するということにあります。
　‌�　手法としましては、まず一つ目が阪神・淡路大震災以
降の関連死の発生状況を最大避難者数の観点から分析
するというものと、二つ目に関連死対策に関する文献を
収集して、その内容を踏まえた上で関連死発生に至るま
でのプロセスをフロー図に整理する。三つ目が草津市老
上西学区の地区防災計画を対象にして、関連死を発生
させないために過去の教訓がどれだけ生かされている
のかというものを検証する。四つ目に二番で作成したフ
ロー図をもとに老上西学区でどういう対策ができるのか
どうかというワークショップを行ってもらいました。
　‌�　まず一つ目の最大避難者数と関連死の規模につい
て、最大避難者数が多くなれば多くなるほど関連死の発
生率も増加しているということが見てわかると思います
（Ｐ6結果の左図参照）。
　‌�　赤色の曲線と比較しても後に発生した災害というのが
小さくなっているのかというとそうではなくて、同じ一つ
の線上に乗っているように見えるので教訓というのが実
際に生かされているのかどうかというと、生かされてい
ないように考えられるのではないかと思います。
　‌�　次に、文献リストをもとにして、まず阪神・淡路大震
災で関連死に至るまでどういった苦労があったのかとい
うのを整理しました。誤嚥性肺炎の原因を探っていくと
まず水が不足していたということに原因があるのではな
いかと考えました。水が不足したことによる口腔ケアの
不足です。歯磨きができないので、口腔内の細菌が増加
して、それが誤って気管支に入ってしまい誤嚥性肺炎に
よって亡くなられるというケースや、ガスや電気などがと
まってしまって医療機関自体が停止してしまったことに
よって、既往症などが悪化したりして脳卒中や、心不全
などになってしまうというケースと、避難場所が不足して

いたので避難環境自体が悪く、それによってストレスや、
心身ともに疲労してしまったことによって鬱病になって
その後自殺してしまうケースや、免疫力自体が低下してし
まってインフルエンザになって、そのインフルエンザ関連
による肺炎で亡くなられるということもありました。
　‌�　次が中越地震の場合ですが、中越地震も医療機関自体
がとまってしまって早期の治療ができなくなって、呼吸不
全、脳梗塞などの病気にかかってしまって亡くなられると
いうケースや、車中泊によってずっと同じ窮屈な体勢でい
るので血栓がたまってしまってエコノミークラス症候群に
なるということや、避難環境が悪くストレスがたまってし
まって急性心不全や、呼吸不全などといった病気にかかっ
て亡くなられたり、体力が低下することによって免疫とか
が下がってしまって呼吸不全だったり、肺炎といった病気
になるというケースもありました。また避難環境が悪く、
心身ともに疲労がたまって誤飲や心筋梗塞、病気とかに
よって亡くなられるというケースと疲労によっては病気だ
けではなくて、ある操作中、除雪処理の作業中に誤操作に
よって川に転落して溺死したという、疲労によっては、病
気だけで亡くなるというわけではないということもわかり
ました。また中越地震の場合、ショック死というのも多く
発生し、揺れによる恐怖や、ストレスによる心疾患や脳疾
患によって亡くなられるというケースもありました。
　‌�　熊本地震の場合もやはり医療機関の停止ということ
がすごく大きくて、初期治療が遅れて様々な病気にか
かって亡くなられたり、水の不足によりトイレとかも使え
なくなってしまうので、それによってトイレに行く回数自
体を減らそうと水分を摂取する機会自体を控えようとし
ています。すると、脱水症状になって体内の血液がすご
く濃くなり血栓ができてしまってエコノミークラス症候
群になるということや、中越地震と同様に車中泊などに
よって窮屈な避難環境を強いられてしまったことによっ
て、血栓がたまってエコノミークラス症候群になるとい
うこともありました。熊本地震の場合は震度７の地震が
二回発生し、余震もすごく多かったことにより恐怖や不
安というのもすごく大きかったようです。突然死という
のもあったそうです。
　‌�　以上の３つの地震のフローをまとめたものがこちら
（P8左上）になります。上から阪神・淡路大震災で多
かった誤嚥性肺炎、熊本地震、中越地震で多かったエコ
ノミークラス症候群、自殺は阪神・淡路大震災や熊本地
震でも多く発生していました。インフルエンザ関連の肺
炎は阪神・淡路大震災のもので、脳疾患や心疾患という
ものはさまざまな災害で起こってしまっているというも
のがフローでまとめたものになっています。
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　‌�　次が草津市老上西学区の被害想定としては、要点を
絞ってお伝えすると、まず人口が8,478人、被害想定とし
ては、これは琵琶湖西岸断層帯地震を想定しており死者
としては20から30名ぐらいではないかと考えられていま
す。避難者が1,600名から1,900名が学区内の避難者で、
県内では12万4,767人と見込まれています。県内の避難
者数というのが、Ｐ6結果の左図のグラフで見ると、最大
避難者数が中越地震と熊本地震の間ぐらいなので、その
グラフを踏まえて考えていくと学区内での関連死は１から
２名の一桁ぐらいで、県内では60名、市内では13名だと
考えられています。こちらの避難者数を現段階の指定避
難所だけでは収容しきれないという事実もあります。
　‌�　今の草津市老上西学区で考えられている地区防災計
画には、主に避難所運営を手配する人、責任者の手配、
各避難所の状況把握など、そういういったことが書かれ
てあります。
　‌�　この地区防災計画と僕が先ほど紹介したフロー図を対
比して教訓が実際に生かされているのかどうかということ
を考えていきます。実際に生かされているのではないかと
考えた点が先ほども避難所が不足したことにより、結果
的に病気になって関連死によって亡くなるというケースが
ありましたが、その避難所不足というものを解消するため
に学区独自で指定避難所以外に避難場所というのを選定
しているという点と、災害時に避難者のニーズを把握して
物、資材、ジャッキとか、そういう資材とか融通し合ってお
互いを助け合うというシステムが現段階で構築されてい
ます。実際、物とか資材とか具体的に何かというのがまだ
はっきりとは示されていないのが少し課題かなと感じて
います。教訓が生かされていないではないかと考えたの
が、先ほど上で教訓が生かされているという点で避難所
増加というのを挙げましたが、避難所不足によって車中泊
とかを強いられてしまってエコノミークラス症候群になる
ということが先ほどのフローで説明しましたが、対策とし
て避難所を増やすというのはすごく有効なのではないか
考えましたが、それ以外の関連死対策についてはまだ言
及されていないのではないかということが、教訓が生かさ
れていないと思った点です。

　‌�　次は実際に僕が先ほど作成したフローをもとに草津市
老上西学区の方々にワークショップを行ってもらった結
果をご紹介します（Ｐ6結果の右のフロー参照）。黒色の
ピンのところに番号を１から全部で11番まで振っていま
す。赤色が関連死で二重丸の青色になっているのが実
際に老上西学区で対策が考えられた部分になります。一
応、関連死として７項目に死因がわれていますが、その
全てに対応して青色の草津市老上西学区でできるので
はないかという対策が考えられています。
　‌�　僕が個人的に気になった対策を紹介させていただき
ますと、水不足のところで出た対策が井戸のある場所を
事前に確認しておけばいいのではないかという意見が僕
は個人的にすごく印象に残っていまして、避難物資として
水が届けられるというのは少し時間がかかってしまうの
で、事前に井戸とかある場所を知っておけば、自分たちで
水というのを集めることができてすごく有効なのではな
いかと考えました。あとはカルテだったり、医療機関がと
まったときの対策として、避難袋にお薬手帳だったり、薬
の明細を入れておけばいいのではないかという意見もす
ごくいいのではないかと考えました。阪神・淡路大震災
のときにも、カルテがなくてどういうふうに処方していい
のかわからないということがありましたが、お薬手帳や
薬の明細とか入れておけば、いざというときにどういう薬
を処方していいのかという対処がすぐにできると思うの
で、すごく有効なのではないかと考えました。
　‌�　最後にまとめとしては、関連死の発生状況というのが
災害によって異なっているため、阪神・淡路大震災だけ
での教訓で対策しようとするのではなくて、その後に発
生した災害での教訓もあわせて考えていかないとだめな
のではないかと考えました。また僕が作成したフローと
いうのが冬場に発生した災害という、ちょっと語弊があ
りますが、冷え込んだ時期に発生した災害が多かったた
め、夏場とかに災害が発生してしまうと、また違った問
題が出てくるのではないかと思うので対処仕切れない可
能性があるのではないかと考えました。ですので、過去
の教訓だけによる対策には少し限界があるのではない
かと考えています。以上です。
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兵庫県立大学＋
神戸市立渚中学校
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○�兵庫県立大学　兵庫県立大学と神戸市立渚中学校の発
表を行いたいと思います。

　‌�　まず1938年の阪神大水害に係る事例を取り上げま
す。阪神大水害の概要は、1938年７月３日から５日にか
けて雨が降って、神戸市、阪神間、六甲山系が崩れ、神戸
市、阪神間における各流域で氾濫が起き、市街地に被害
を及ぼしたという災害になっております。死者は700名
近くで15万戸の被害が起きました。これは兵庫区と中央
区の写真（Ｐ9左上写真参照）になっており、海と化した
ように見えると思います。
　‌�　成果物の発表をさせていただきたいと思います。六甲
砂防事務所のホームページにリンクがありますので、すぐ
に見ていただけます。このデジタルアーカイブは電子上
の図書館という形で作成していまして、一つ目に当時を
経験された方のインタビュー、このインタビューはユー
チューブとリンクしていますのでクリックしていただくと、
当時経験したことなどがご覧いただけます。11分ぐらい
あるんですけれども、当時の雨の様子や経験したことな
どが出ています。この次に手記、体験談などが記述され
ています。その次にエピソードということで、去年でした
ら家のところに当時の芦屋川の橋の柱が見つかったとか
いう新聞の記事も出てきます。そして写真などがあり、最
後に当時流れていた動画などが載っております。
　‌�　各流域における写真を地図上にまとめたもので「阪神
淡路大水害80年デジタルアーカイブMAP」というもの
があります。そのMAPの写真には場所の情報や、その場
所におけるエピソードが載っています。写真をクリックし
ていただくとその場所に飛んでいったり、またここの場

所にはどういう写真があるのかと地図のほうからクリッ
クしていただくと、写真の情報が出てきたりもします。全
体の方は右側にブックマークがあり、流域ごとに飛ぶと
いうこともできます。当時の神戸市の地図を見るとポイ
ントデータとして、そこの情報を押していただくと写真と
エピソードを見ることができます。水色の表示の所は、
1938年阪神大水害で神戸市における被害の浸水した範
囲になっております。黄色の表示の所は写真でも場所の
ポイントがわからないというのもあるので、ここかなとい
うふうに付与しております。
　‌�　この取り組みを行うに当たってどういうふうに活動し
てきたかということですが、住吉川、生田川などの５流
域を行いまして、渚中学校、中高生の方が聞き手とな
り、アーカイブの手段としてまち歩きや、ワークショップ
などを通じて取り組みを行ってきました。これに関係す
るフローチャートは下記のとおりでメインとしては教育
の場を作っていきたいということで、左下の教育（伝承・
学び）などを重点に行ってきました。そこに渚中学校の
方々が参加されて教育の場として構築していきました。
写真・地図を見ていただくと生田川のほうでは暗渠が少
ないとか、当時の社会的な状況なども見ることができま
す。阪神大水害を機に国としてハード事業が必要だろう
ということで堰堤などが作られてきました。
　‌�　ここからまた流域でのやったことなんですけれども、
住吉川では本山、住吉神社で経験された宮司さんなど
のインタビュー、ワークショップを通じてお話をしまし
た。湊川では当時経験された方のインタビューをユー
チューブで聞き、その経験された方の小学校から自宅に
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帰るルートを実際に歩きました。都賀川では写真などが
たくさんあったので、その写真の場所は今はどうなって
いるのかということでまち歩きを行いました。今から渚
中学校の方が実際に取り組んだ動画を流しながら感想
を一言ずつ聞いていきたいと思っております。ではよろ
しくお願いします。
○�神戸市立渚中学校１　僕は夏休みに生田川の調査を行
いました。高低差のある土地が被害の大きい場所と小さ
い場所を分けたことが今も変わらない現在の地形を実
際に歩いてみてわかりました。当時の状況を知っている
人の話を聞いて、その方の行動を再現して僕は友達を背
負って歩きました。人を背負って歩くだけでも大変でし
たが、水や泥の中を歩くということはさらに大変だった
と思いました。

○�神戸市立渚中学校２　私は今回のプログラムで初めて
阪神大水害を知りました。いつもは考えないことを考え
ることで水害が起きたときに、まずどうすればいいのか、
どんな準備ができるのかを学ぶことができました。特に
実際に外に出て周りの地形をよく知っておくことが大切
だと思いました。阪神大水害を経験した人の記憶を私た
ちを通して少しでも多くの人に伝えていきたいです。

○�神戸市立渚中学校３　私たちは都賀川流域へ行きまし
た。主に、昔の写真をもとにして現在どのような場所に
なっているのかということを調べました。山の稜線など
を参考にして探しました。見つけたときに面影が残って
いるところや新しい場所に変わっていたりするのを見て
少し自分の街に対する見方が変わりました。そして何よ
り都賀川の川幅や深さが変わっていることに驚きまし
た。やはり阪神大水害は本当に大きな被害を及ぼしたの
だなと感じました。

○�神戸市立渚中学校４　私はこの調査を通して教訓の大
切を改めて感じました。その理由として大きいのが調査

の後に見た若宮八幡宮にある水害記念碑です。そこから
水害を忘れるなという昔の人の強い思いが伝わってきま
した。それと同時にこの水害の記憶と教訓のバトンを繋
ぐのは私たちの努力にかかっていることを感じました。
二度とこのような水害を起こしてはならないという教訓
を忘れず、日々の活動により一層精力を尽くしたいと思
います。

○�神戸市立渚中学校５　阪神大水害は神戸市民に大きな
影響を与えた忘れてはならない災害です。災害地調査
を通じて一見当時とは風景が変わっている場所も災害
の痕跡や教訓が残っていると知りました。この調査で学
んだ水害の知識と対策を私たち渚中学校防災ジュニア
リーダー60人で共有し、今後の活動に生かしていくと同
時に多くの人に伝えていきたいと思います。また水害で
多くの人が被害に遭い、そこから学び、今の都賀川があ
るので、私たちが伝えていかないと人々の記憶から忘れ
去られてしまい、この学びが無意味になってしまうかも
しれないので、自分たちでその学びを無意味にならない
ようにしていきたいです。

○�兵庫県立大学　渚中学校の方、ありがとうございます。
次に、新湊川ではこのような取り組みを行っていきまし
た。そして神戸新聞にも掲載していただきました。古地
図を活用することで当時のことと今の状況もわかるかと
思います。モバイルのアプリも活用していきました。デジ
タルアーカイブの構成としては、電子上の図書館という
形で作っていっています。

　‌�　まとめです。本取り組みの意義ということで四件ある
かなと思いました。一つは、80年前の災害ということな
ので、紙媒体のものだけしか残っていないという状況な
ので、これをデジタルアーカイブとして長期的に保存する
ことができるかなと思いました。二点目、コミュニケー
ションの場を作ることができ、90歳近い方から、貴重な
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情報が今回得られたと思います。三つ目、場所が教えて
くれること、これは地図と災害を組み合わせることで曖
昧な空間であったりとかを、そこから見られることがた
だ単に見られることではなく地図と写真を付与すること
で分かることがあるんだなと感じました。四点目は、情
報に対して責任感を持つということで、今までだったら
ただ単に語りを聞いているだけということもありました
が、次につなげるということもあったので責任感が生ま
れて、そこから自分たちが発信できることもあるのでは
ないかと考えております。
　‌�　最後に、災害メモリアルアクションKOBEということで、
震災を体験していない人が震災を体験していない人に伝
えるということはどういうものなのかなと考えてみたとこ
ろ、まずこの取り組みは経験者が体験されたことを我々
が継承していくという取り組みを行ってきましたが、同様
のプロセスを通じることでデジタルアーカイブを構築する
ことで、次の世代に伝えていくときに、僕たちが経験者の
役割を担ってまち歩きやワークショップなどを通して次の

世代に伝えていくこ取り組みができるのではないか、また
デジタルアーカイブにより、電子上の記憶や記録として残
すことができるのではないかと考えました。
　‌�　以上で、兵庫県立大学と渚中学校の発表を終わりま
す。ありがとうございました。
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国立明石工業高等専門学校
Ｄ－ＰＲＯ１３５°（明石高専防災団）開発チーム

13



○明石高専D-PRO135°（明石高専防災団）開発チーム１　
　‌�　皆さん、こんにちは。明石高専防災団D-PRO135°の
塩坂です。私からはD-PRO135°が開発したゲーム開発
についての発表を行っていきます。
　‌�　まず初めに、D-PRO135°の簡単な紹介から行いま
す。D-PRO135°は明石高専の授業内で防災について学
び、そのステップアップとして防災士の資格を取った学生
が2015年に発足した防災団体です。発足から現在に至
るまで幅広い活動を実施しています。現在はゲーム開発
と地域連携を主な活動としていて今年度には30人以上
が所属する団体までになりました。
　‌�　では、これからゲーム開発の説明に入っていきます。こ
れまでの活動紹介の後、今後の活動について話していき
たいと思います。
　‌�　最初にこれまでの活動についてです。一つ目が防災
ボードゲームRESQについてです。RESQとは2016年の
夏に完成した共助をテーマにした防災ボードゲームのこ
とです。学校や地域のイベントなどで体験会を開催いた
しました。その中でルールや難易度についての課題、遊
び方のアレンジなどの要望が多々ありました。この二つ
の写真は実際にRESQ体験会が開かれた写真です。明石
高専では11月に高専祭というものが開かれるのですが、
そこにもRESQを展示し実際に体験してもらいました。

RESQの体験会では様々な意見が出ました。その中で小
学生以下の子供では、ゲームは楽しいがルールや言葉が
難しい。逆に中学生以上になるとおもしろい、楽しいと
いった意見が出ました。
　‌�　二つ目に、チャレンジ！についてです。チャレンジ！
とはチームで競いながら避難所運営を疑似体験でき
るシミュレーションゲームです。９月には神戸高専の防
災授業で実施し、ルールや質問の改善に明石高専の
D-PRO135°が協力しました。そのチャレンジ！の改善
例が、「身近に感じるようする。」「学生が出したアイデ
アを無駄にしない。」「ゲームの進行をスムーズにできる
ようにする。」の三つです。以上がこれまでの活動です。
続いて今後の活動に入っています。
○明石高専D-PRO135°（明石高専防災団）開発チーム２
　‌�　続いて、これからの活動について紹介します。ゲーム
開発としてRESQの改善・応用をメーンに取り組みます。
今のRESQは、D-PRO135°のメンバーの解説がなくて
は難しく取り組みづらいところがあります。なので、ルー
ルブックの文言や形態を改善することでD-PRO135°の
メンバーの解説がなくても遊べるように改善します。そ
うすることで小さな子供からお年寄りまで幅広い方に
遊んでいただけるゲームを目指します。二つ目は、遊び
方の応用です。今のRESQはアレンジが不可能で地震に
よる津波や土砂災害等の対応ゲームとなっています。な
ので、災害にあったマップの地形、施設、道に変更でき
るようにし、地震以外の災害にも対応できるようなアレ
ンジを考案していきます。そしてアレンジを通してより
多用的なゲームを実現させます。より多用的なゲームを
実現させるため、昨年12月27日に芦屋市市役所にて職
員の方々と逃げ地図WS研修を行いました。逃げ地図
WSとは、目標避難地点までの時間を色鉛筆で塗り分
ける手作りの地図のことです。一本、一本の道路ごとに
手作業で色を塗り、それによって地形、形状、時間がリ
アリティーを持って埋め込まれていきます。地図上の全
ての道路に色を塗っていくことでふだん使う道だけでな
く、余り使わない道に目を向けることができますし、ま
た個々の道を地域全体の道と交互に見ることで生活圏
全体を把握することができます。今後は逃げ地図を活用
し、RESQに応用させるほか、新ゲームの開発もあわせ
て行う予定です。
　‌�　ご清聴ありがとうございました。
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D-PRO135°ってなに？
WHAT IS THE D-PRO135°？

2015年、防災士資格を持つ学生によりD-PRO135°（明石高
専防災団）が誕生しました。発足から現在まで幅広い活動を実施し、
本年度は地域連携とゲーム開発を主な活動としています。
2019年現在では31名の学生が所属しており、地域の防災活動へ

の貢献や学内での防災意識の向上に努めています。f

D-PRO135°[明石高専防災団]
@135_d_pro

明石高専防災団
Facebook.com/d.pro135.e

RESQ体験会 in 魚住

明石高専のある魚住町で、D-PROとしては初の交流となりま
した。明石市魚住まちづくり協会と協力して、学生が開発した
防災ボードゲーム「RESQ」を魚住のこどもたちに体験してもらう
機会を設けました。この活動では「RESQ」について多くの意見
をいただき、今後の活動の参考になりました。

高専祭展示

11月末に開催される高専祭(学際)では、D-PROの展示を行
い、一般の方々に活動を知ってもらうことができました。RESQ体
験ブースでは家族で楽しんでいただくことが多く、幅広い層の意見
や感想が集まりました。
また同時に、北海道胆振東部地震の募金活動も行いました。

東二見減災まちづくり

今年度は、昨年度取り付けた感震ブレーカーの不具合等の
問題解決に、企業と協力して取り組みました。
他にも、「防災寺子屋」という子供世代に向けたイベント

を開催し、D-PROの活動をさらに広めることができました。

主にRESQ体験会をツールとする、地域全体の防災意識の向上への貢献
D-PRO135°を経由した防災ネットワークづくり
（魚住、二見、江井島etc.)

2019 / 1 / 12

活動報告

今後の活動

明石地域の防災意識の向上

東二見地蔵町での活動

「防災寺子屋」の改善、定期的かつ継続的な開催
祭り等の行事でブース出展参加
二見小学校の特別授業でRESQを実施

国立明石工業高等専門学校
Ｄ－ＰＲＯ１３５°（明石高専防災団）地域連携チーム
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○�明石高専D-PRO135°（明石高専防災団）地域連携
チーム　D-PRO明石高専防災団です。私からはD-PRO
の活動の一つである地域と連携した活動について報告
させていただきます。よろしくお願いします。

　‌�　まず昨年８月に、明石市の魚住地域でD-PROが開発
した防災ボードゲームRESQの体験会を行いました。魚
住地域というのは、明石高専と最も近いというか明石高
専が位置している地域になります。D-PROを通して交流
というか、防災でかかわっていくというのはこれが初め
ての取り組みでした。RESQについても多くの意見をい
ただいて、双方にとって大変有意義なイベントになった
と思っています。また11月の初めには明石市魚住地域で
明石高専の高専祭を行って、そこで展示を行いました。
RESQの体験ブースやD-PROがふだん活動している内
容のポスター展示などを行いました。また、北海道胆振
東部地震募金の呼びかけも行いました。
　‌�　次に今年度も一昨年度から継続している東二見地域
での減災まちづくりに取り組みました。昨年度、東二見
地域に住む災害時要援護者に対する取り組みとして、地
震が発生したときに起こる通電火災を防止する感震ブ
レーカーという防災器具の取りつけを行ってきました。
しかしながら、今年度に入ってその感震ブレーカーの不
具合が起こったお宅がありまして、その問題解決に実際
にその感震ブレーカーを作っているメーカーの方と協
力してあたりました。器具についての意見交換を行った
り、取りつけに際してのアドバイスをいただいたりしまし
た。そこでD-PROの学生内で取りつけの際のお宅への
十分な説明や取りつけ後の点検、アフターケアなどの必
要性をD-PROの学生内で再確認しました。
　‌�　今年度の11月に「防災寺小屋」と銘打ってD-PROの
学生が今まで学んできた防災の知識を、いわゆる寺小屋
のような形で子供たちに教えるというイベントを開催し

ました。昨年度までは東二見では、先ほど説明した要援
護者など高齢者に対する大人世代に対する取り組みと
いうのが大変多かったのですが、地蔵町には小学生も多
く、子供世代の防災の知識や関心を高めてもらうことで
地域の防災意識の底上げを図れるのではと考えまして、
このような取り組みを始めるに至りました。第一回は先
ほども説明したようにRESQの体験を行いました。地蔵
町の子供たちと触れ合うのはこれが初めてで防災に関
して興味を示してくれるかどうか不安ではありましたが、
ボードゲームということもあり、参加してくれた子供も大
人も夢中になってRESQで遊んでくれました。またゲーム
の最中には小学生から防災に関する質問をされることも
ありました。この活動はD-PROの学生にとっても今まで
学んできた、得てきた知識をアウトプットできる場になっ
ているなと感じました。それと同時にこの地域の小学校
では、阪神・淡路大震災や防災についての特別な授業を
行うことはとても少ないというか、ないこともあるそう
です。そういうことも聞いてこの地域の子供たちに防災
について知ってもらうことの必要性をとても感じました。
子供たちだけではなく、その保護者の方にも参加してい
ただいたイベントになっていて、当初の狙いどおり子供
からは広がっていくというか親子で参加することで、防
災寺小屋に来た子供たちからその保護者や周りの大人
へ防災意識が広がっていくような、そういう兆しが見え
たイベントになっているかなと思います。
　‌�　次に、今後の活動について説明させていただきます。
まず、魚住地域で行ったようなRESQの体験会や、東二
見地域で行った防災寺小屋という活動をほかの地域で
もしていくことによって、明石市全体の防災意識向上に
貢献していきたいと思っています。明石市は阪神・淡路
大震災で大きな被害を受けたという地域が少なく、特に
明石市の西のほう、東二見地域や江井島、魚住地域とい
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うのは本当に大きな被害を受けたというお宅は少ない
です。そこで南海トラフ巨大地震や防災に対する意識が
薄いということが現状になっているので、先ほどの東二
見地域の小学校は避難訓練を行うことはありますが、防
災について特別な授業を行うことはないということなの
で、阪神・淡路大震災を風化させない形の一つとして明
石市のように大きな被害を受けていない地域でも防災
の啓発を行うことで次の災害への備えにつなげていけ
るのではないかと考えています。
　‌�　そして、このような防災啓発をD-PROが明石市の各
所で行っていくことで、新しく防災について何か取り組み
を始めたいなと考えている自治体や企業が、それに対し
て取り組みを始めやすくなったり、自治体同士でお互い
に防災意識を高め合うきっかけづくりになるような防災
ネットワークづくりに貢献していきたいと思っています。
まだ防災ネットワークづくりは具体的なことは考えられ
ていないのですが、明石市でもこの神戸市と同じように
防災について自治体や企業が協力していけるようなそう
いう場とか仕組みがつくれたらと考えています。
　‌�　それから東二見、地蔵町での防災寺小屋はさらに発
展させていきたいと思っています。第二回以降も非常食
や、避難所での暮らし、応急処置などについて、今まで
D-PROの学生が学んできたことを子供から大人まで楽
しく学べるような内容を検討して開催したいと思ってい

ます。また、地域のお祭りに参加してRESQの体験ブース
が出店できるというお話とか、小学校での特別授業に
RESQの体験を盛り込んでいただけるというお話もいた
だいているので、より一層地蔵町の方々と連携をとった
指導を行っていく予定です。
　‌�　ご清聴ありがとうございました。
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神戸学院大学
現代社会学部社会防災学科安富ゼミ

災害メモリアルアクションKOBE 2019
「阪神淡路⼤震災の教訓って？」第3弾

神⼾学院⼤学 / 現代社会学部 / 社会防災学科 / 安富ゼミ

インタビュー

新聞作成

神⼾学院⼤学
Kobegakuin University -------------Member-------------

教授 安富信

3年 ⻑井 裕貴 寺井美紀 林修功
東萌菜美 森脇稔喜 森達也 巽翔
岡崎琳太郎 池内⿇菜美 池上ひなの
⼟居⼤輝 寺尾莉⼦ 川⼝祐⽣

今年度は、インタビューにとどまらず、
「発信」にも⼒を⼊れ、神⼾新聞社が提供す
るクラウド型アプリ「ことまど」を利⽤し、
新聞を作成しました。昨年度では、阪神・淡
路⼤震災の教訓は正しく継承されていないと
いう結果にまとまったため、正しい伝え⽅を
模索する⼀つの⼿段として新聞を選びました。
また、教訓のみについて書かれた新聞は珍

しいと思います。新たな切り⼝で教訓を継承
していきます。「ことまど」は、⼩学⽣が学
校で新聞作成のために利⽤するアプリです。
簡単に、本格的な新聞を作成することができ
ます。
新聞名は、「わせらん新聞」としました。

「わせらん」とは、淡路島の⽅⾔で、「忘れ
ない」を意味します。インタビュー得た教訓
とは何かの答えを、全部で9枚の新聞にまとめ
ることができました。

〒 650‐8586 兵庫県神⼾市中央区港島1‐1‐3 📞📞078‐974‐1551

昨年度の活動では、地域によって震災への意識、教訓の
違いがあるかについて調べるために街頭インタビューを実
施しました。今年度は、「⾏政」「マスコミ」「研究者」
などといった専⾨的な知識をもった⽅々にインタビューを
させていただき、昨年度とはまたちがった視点から震災の
教訓について調べていきました。

インタビューは、学⽣が⼆⼈
⼀組となって対象者にアポイン
トを取り、実施しました。
インタビュー対象者の中には、

今もなお防災の第⼀線で活躍さ
れている⽅はもちろん、震災当
時現場で活躍されていた⽅など、
幅広い⽅々にご協⼒いただきま
した。
期間は7⽉下旬から12⽉下旬の

約五か⽉の間で、合計27⼈の
⽅々にインタビューをさせてい
ただきました。

ポートアイランドキャンパス
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○神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ１　
　‌�　神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ
の３年、林修功と川口祐生、池上ひなのが発表させてい
ただきます。安富ゼミとして災害メモリアルアクション
KOBEのプロジェクトに参加して三年目になります。先
輩方が取り組んできたテーマ「阪神・淡路大震災の教訓
は本当に伝わっているのか？」を受け継ぎ、新たに新聞
づくりに挑戦しました。
　‌�　今年度の活動の流れとしては、４月からインタビュー
対象者を決定し、インタビューを始めました。そして11月
23日の中間発表でそのインタビューした中から幾つか
の教訓を共有させていただきました。そして12月下旬に
新聞を制作しました。また、継続してインタビューを実施
いたしました。
　‌�　昨年度は一般市民のみの対象で街頭インタビューを
してきましたが、今年度からはインタビュー対象の幅を
広げ、新たに行政、民間、マスコミ、研究者、災害医療関
係者へのインタビューを試みました。質問はシンプルに、
「阪神・淡路大震災の教訓は現在まで生きていると思
いますか？」というものです。人それぞれ経験したことや
感じることが違ってくることと同じように自分の中で最
も伝えたい教訓は違ってきます。インタビュー対象の幅
を広げる狙いとして、さまざまな視点から見た教訓、専
門的な教訓、経験から言える教訓を拾い上げるととも
に、今まで継承されていなかった新たな教訓を発見でき
ることを期待していました。
○神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ２　
　‌�　これまでに約30名の方々からインタビューをさせて
いただきました。今日はその一部を紹介します。まず一
人目が、人と防災未来センター長の河田惠昭さんにイン
タビューさせていただきました。河田さんは、教訓を伝
える側と受け取る側の意識の違いについて指摘されま
した。「23年前に阪神・淡路大震災が起こってたくさん
の教訓が生まれ、被災地の色々な方が努力されて教訓
を残して伝えようとしている。しかし受け手である被災
地以外の人々が自分のことと思っていないのが現実であ
る。他人事と思わずに教訓をどのように生かしていくか、
それをどうやって日々の生活の中で使ってもらうかを考
えることが非常に大切だ。」と話されていました。また、
「教訓をまとめることも大事だがその教訓を今の時代
でどう生かすことができるのかを考えていくことがもっ
と必要だ。」ともおっしゃっていました。
　‌�　続いて二人目は、NPO法人よろず相談室の牧秀一さ
んにお話を伺いました。よろず相談室とは、阪神・淡路
大震災の復興住宅の訪問や震災障害者の集いを行う神

戸のボランティア団体です。牧さんは「阪神・淡路大震災
の教訓は正しく伝わっているか？」という問いに対して、
「全く伝わっていない。」と答えられました。「阪神・淡
路大震災の避難所生活、仮設住宅、復興公営住宅での
教訓が東日本大震災の被災地域には全く伝わっておら
ず、自治体も住民も一から模索する状態であった。」と
具体的な例を挙げてお話してくださいました。また、「現
地住民の方からは成功事例だけではなくて、失敗事例
も教訓として伝えてほしいという声を多く聞く。」とおっ
しゃっていました。「教訓が伝わらない原因は何か？」と
いう問いに対しては、「教訓を受け取る側がどうしても
他人事と捉えてしまうことだ。」とおっしゃっていまし
た。また、牧さんは「過去の教訓をもとに未災世代に具
体的な対策を主体的に考えさせることが大切である。」
と話されていました。「そのためには学生のうちから、災
害ボランティアなど経験して被災者の方と出会って話を
してほしい。」とおっしゃっていました。
　‌�　次はインタビュー内容をもとに新聞を作成していきま
した。神戸新聞社が提供するクラウド型アプリ「ことま
ど」を利用して新聞を作成しています。今年度はインタ
ビューにとどまらず、発信にも力を入れていきます。昨年
度は阪神・淡路大震災の教訓は全く継承されていない
という結果にまとまったため、正しい伝え方を模索する
一つの手段として新聞を選びました。
　‌�　また、教訓のみについて書かれた新聞は珍しいと思い
ます。新たな切り口で教訓を継承していきたいと思いま
す。「ことまど」は小学生が学校で新聞作成のために利
用するアプリです。新聞の作り方も簡単で内容を易しく
すれば子供でも読むことができるような内容になってい
ます。
○�神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ３　
　‌�　私たちが完成させた新聞は今皆さんの手元にあると
思いますが、１枚３人、計９枚、27人の人を紹介していま
す。皆さん、題名の「わせらん」という意味はご存じです
か。知っている人がいればこの後一緒にお話したいなと
思うぐらいなんですが、この「わせらん」という意味は、
私の出身である淡路島の方言で「忘れない」という意味
で使われています。例としては、「今日、雨が降るから傘
をわせらんように持っていきよ。」みたいな感じでいつ
もお母さんに言われていました。何でこの「わせらん」
が採用されたのかというと、いつも私はゼミで淡路弁を
みんなからいじられて何か新聞の名前を考えるときもい
じられて、一人が「何か淡路弁で何かいいのないの？」と
言われて、私は阪神・淡路大震災を忘れないようにとい
う意味と教訓を伝えていきたいという意味を込めて、忘
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れないを淡路弁で言いかえたら「わせらん」やとなって、
「わせらん」という響きもいいかなと思って新聞の題名
にさせていただきました。
　‌�　まとめで印象に残った教訓を抜粋して読ませていただ
きます。
　‌�　近藤さんは、「教訓集が力にならないと学んだことが
大きな教訓だと思っている。単に書いたもので済むわけ
ではなくて常に更新したり、鍛え直したり、組み替えたり
そうする取り組みじゃないといけない。」とおっしゃって
います。
　‌�　金田さんは、「未災者が被災者に当時の震災のこと
を話してもらったりするような場はほとんどないし、自
分で調べるようなこともないから伝えていくことは難し
い。」とおっしゃっています。
　‌�　矢守さんは、「災害には様々な要因があるため、対策
をしてきたものとは全く別の原因で大きな被害が出る
ことが過去の事例でもあった。要するに教訓を学ぶこと
も大切ですが、学ばないということも大切だ。」とおっ
しゃっています。

　‌�　川西さんは、「大学生には人のために動く以前に自分
の命を守ってもらいたい。若いから生きられるとは限ら
ない。人に貢献するには、まず、自分が被災することを
想定すること。」とまとめられています。
　‌�　震災の記憶を形に残るようにしたことは良かったと思
います。
　‌�　次に来年度の活動予定として、新聞を活かした活動、
小学生向けの授業もできれば良いなと思っています。新
聞を活かした活動としては、防災施設などに展示しても
らったりして、多くの人に見てもらいたいということが挙
げられます。小学生向けの授業は小学生にも読みやすく
手直しして、それを踏まえて防災授業などもできれば良
いなと思っています。
　‌�　ご清聴ありがとうございました。
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○�司会  人と防災未来センターリサーチフェロー 辻岡さん
　‌�　防災は総合的で広い視野が求
められる社会テーマです。そんな
広く、大きなテーマに魅力を感じ
てアクションしている学生たち
の、防災を「伝えたい」、「活かし
たい」の原動力や取り組みについて考えます。
　‌�　今回は、「新聞で伝える活動をするチーム」と「感震ブ
レーカー設置の活動をするチーム」に登場していただき
まして、「コミュニケーション」に焦点を当て、次の時代に
「KOBEのことば」が伝わる形を探ります。
　‌�　この時間は、できるだけ会場のみんなでディスカッ
ションできる活発な意見交換の場づくりを目標にしたい
と思います。
　‌�　それでは、出演者の方をご紹介していきます。
　‌�　向かって左から、コーディネーターを担当していただ
きます関西大学社会安全学部准教授、奥村与志弘さん
と防災デザイン研究会GK京都デザイナー、卜部兼愼さ
んです。
　‌�　続きまして、パネリストとして、神戸学院大学現代社
会学部社会防災学科安富ゼミの長井裕貴さんと巽翔さ
ん、教授の安富信さん、続いて国立明石工業高等専門学
校D-PRO135°（明石高専防災団）地域連携チームの竹
谷夏葵さん、助教の本塚智貴さん、そして舞台下、グラ
フィックファシリテーションを担当していただきます
TAGAYASUの鈴木さよさん、国立明石工業高等専門学
校５年生の多田裕亮さん、以上
の皆様方になります。なお、鈴木
様からグラフィックファシリテー
ションについてご説明をお願い
いたします。

○�TAGAYASU 鈴木さん　皆さん、こんにちは。こちらの
場所で今からパネルディスカッ
ションの内容を目でも見えるよ
うに残していきたいと思います。
伝えるという言葉を耳からも目
からも伝えられると思うので、そ
ういった試みで今回導入していただいています。怪しい
者ではないので、よろしくお願いします。
○�司会  人と防災未来センターリサーチフェロー 辻岡さん
　‌�　よろしくお願いいたします。
　‌�　その他、本日御参加いただいている学生さんや関係
者の皆様にも意見交換にぜひ御参加ください。
　‌�　ここからの進行は、コーディネーターの奥村さんと卜
部さんにお願いしております。それではよろしくお願い
いたします。
○�奥村コーディネーター　今ご紹
介いただきました関西大学の
奥村です。例年このパネルディ
スカッションというか発表の後
にこういうディスカッションをす
るコーナーというのがあるんですけれども、今年は別に
NHKの朝の番組をまねしているわけではないんですけ
れども二人でやってみようと、博多華丸大吉ではないん
ですけれども、奥村、卜部ということでよろしくお願いい
たします。

　‌�　皆さん、今年１月17日で阪神・淡路大震災から24年と
いうことで、阪神淡路の年はイノシシだったんですね。干
支が二回りしました。12年前はちょうど結婚した年でま
だ学生だった、客席側の立場だったんですね。今日渚中
学校の学生さんがいましたけれども、24年前、阪神・淡
路大震災が起こった年は私は中学生でした。今日発表を
聞いていて、すごい、24年って、彼らぐらいなのがこんな
になるんだなあと感じました。色んな活動がこの24年間
あって、色んな活動をしている人に今登壇していただい
ていますが、会場にもたくさんいらっしゃるので、いろい
ろ話を聞きながら今こんなになっているんだな、これか
らどうなっていくのかなというのが見えてきたらいいか
な、考えていただけたらいいかなと思っています。卜部さ
ん、どうですか？
○�卜部コーディネーター　卜部で
す。仕事はデザインをやってい
ます。24年前は奥村さんは中学
生、私は社会人でした。会社に
入って３年目ですかね。デザイン
をやり始めて３年経って、そのころはあまりよくわかって

パネルディスカッション
テーマ ： 今、私が伝えたい？？こと

【コーディネーター】
●関西大学 社会安全学部 准教授� 奥村与志弘さん
●防災デザイン研究会 GK 京都 デザイナー� 卜部　兼愼さん
【グラフィックファシリテーション】
●TAGAYASU� 鈴木　さよさん
●国立明石工業高等専門学校 ５年生� 多田　裕亮さん
【登壇者】
●神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ　
� 長井  裕貴さん ・ 巽  翔さん ・ 教授 安富  信さん
●‌�国立明石工業高等専門学校D-PRO135°
　(明石高専防災団）地域連携チーム
� 竹谷  夏葵さん ・ 助教 本塚  智貴さん
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ないです。神戸の大開という駅がありますね、新開地の
隣に。あそこから５分位の所に実家がありまして、会社は
京都ですが、当時そこから私は通っていたんです。今は大
阪に住んでますが。なので、揺れの中におりました。家は
よくある二階が一階になったやつですね。被害程度でい
うと総破壊で全壊でした。会社に入ったのは、環境デザ
インというのがその当時世の中に生まれ出てきたときで、
その領域の仕事をやり始めていました、防災と環境デザ
インはすごく密接でして、何かデザインで防災のお役に立
つことができたらなということで、このメモリアルの会に
入れていただいたので、私は今年で23年目です、ロゴや
チラシなど広報物を作ったり、色々やらせていただいて
いますが、時が経てばいろいろ変わるなと思って…この壇
上に上がるのは初めてです。よろしくお願いします。
○�奥村コーディネーター　シナリオを作っていませんの
で、どうなるのか私らもわかりません。ですが、きっと今
こんなになっているんだなというのを皆さん一人一人の
ここの中に作っていただけるのではないかなと思ってお
りまして、私たち司会者も、今から一時間後どんな思い
をここに抱いているのか楽しみにしながら進行していこ
うと思っています。

　‌�　学生さんの発表があったので学生さんは大体今日朝
発表された方だなということでわかっていただけると思
うのですが、少し学生と違う方が登壇されていますけれ
ども、先生です。また後で振ります。先に各学校の活動
をご報告いただいたのですが、その活動に協力してくだ
さった方が今日はスペシャルゲストということで、会場に
来ていただいているんですね。まずは、最後に報告の
あった神戸学院の新聞ですね。「わせらん」新聞の取材
協力者、災害支援団体「チーム神戸」代表の金田真須美
さん、会場にお越しいただいております。お忙しいとこ
ろ、どうもありがとうございます。先に自己紹介がてら少
しお話をお聞きしたいのですけれども、金田さんは阪神・
淡路大震災とのかかわりというのはどういうものだった
のか、まずその点、教えていただけますでしょうか？
○�災害支援団体「チーム神戸」
代表 金田さん　24年前は被災
者で、イノシシ年の35歳ですね。
被災して何もすることがなくなっ
てしまって、焼け野原になった
街、そこをある日の朝さまよいながら消防署員に止めら
れるのを無視して、50㏄のバイクで白煙の中を突っ切っ
たことを先ほど思い出しました。大開通、あの時は大き
な穴が開いていたなとか、24年間の月日というのはすぐ
戻るんですね、不思議なもので。そういう刻印というか

烙印というか、それが押されてしまったような神戸市民
で、それ以降は災害支援に従事させてもらっています。
今、東北、それと熊本、兵庫県立大学の院生の皆さんと
広島や、岡山、それと安富ゼミの皆さんにもご協力いた
だいた７月豪雨の神戸の東灘で、あそこでボランティア
センターを立ち上げたりしています。ふだんはノーメイク
でございます。よろしくお願いします。
○�卜部コーディネーター　ありがとうございます。あとも
う一つ、質問させていただきたいのですが、今回学生が
インタビューという形で、新聞にまとめることは最初から
ご存じだったのでしょうか？
○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　いや、何の
こっちゃさっぱりわからなかった。ただ若い人が好きで
すからね。何かぎょうさん来てくれるって言うんで、やっ
たーというぐらいで。私は多弁です、ようしゃべります。
関西のおばちゃんですから、あめちゃんもやらずに一人で
しゃべって、先ほど初めてこの「わせらん」新聞を拝見し
まして、まとめるの大変やったろうなと思って、本当御苦
労さまです。
○�卜部コーディネーター　ものすごくしゃべりはったんで
すね。何時間ぐらいしゃべられた？
○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　いや、もう
覚えてない。
○�奥村コーディネーター　覚えてないぐらい？
○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　ただ日は
暮れませんでしたよ。食べ物一つ与えずしゃべり続けた
記憶があります。何をしゃべったかも覚えていないぐら
いで、先ほど「わせらん」新聞を拝読して、こんなふうに
上手にまとめてくれたんやなと、こんなこと言ったのか
な、私っていう状況です。若い人たちがこうやってかかわ
ることを私らは応援するしかできないですね。先ほど学
生さんの発表で避難所についてあったんですけれども、
私から見たら避難所というよりは収容所なんですね。多
くの方が誤解なさっている。24年前は私もそうでした。
避難所は災害が起きた直後に足を踏み入れた方しか避
難できないと、全国的に勘違いしています。在宅の方々
をずっとサポートしていて聞くのは、最初に行ってないか
らもう入るところがなかったのよと、皆さん、誤解なさっ
ている。それぐらい避難所のことが周知されていないの
です。だから避難所のことだけ伝えるとしても、すごく大
きな意義はあると思うのです。今日ざっと周りを拝見す
ると若い女の方が多い。避難所運営は女の人の声が届
いていません。女性の視点でということで、男性が配慮
してくれるだけなんです。更衣室にしても洗濯物を干す
にしても、授乳室とか当たり前のことです。女の人だって
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ゆっくり足を広げてのんびりしたいこともあるんです。洗
濯物も人前に干すのは嫌よね。そういうのは女性が動か
ないといけません。なので、どんどん発言したり行動で
きるようなそういう女性になっていってほしいなと思っ
ています。机上の空論以外で現場の事を知りたいという
方はどんどん私のところにお越しください。
○�卜部コーディネーター　どうもありがとうございます。
○�奥村コーディネーター　ちなみにどの学生さんが取材
にあたって話を聞いたんですか？当時の様子を教えてく
ださい。

○�長井さん　当時の様子ですか？
○�奥村コーディネーター　そうそ
う、どれぐらいの時間、話をし
たかも思い出せないと御本人は
おっしゃっているんですけれど
も、聞いている側は時間を見ながら聞いていたわけじゃ
ないよね。まだ終わらへんのかなみたいな。

○�長井さん　ほかの方は大体一時間ぐらいのインタビュー
をさせていただいて、一時間ぐらい話してくれませんか
という話をしていたんですけれども、２時間は余裕で超
えていました。

○�奥村コーディネーター　あめもなしで。
○�長井さん　コーヒーは入れていただきました。
○�安富先生　事務所の掃除はしたの？
○�長井さん　事務所の掃除はしました。
○�奥村コーディネーター　二人で行ったんですか？
○�巽さん　そうです。
○�奥村コーディネーター　そんな感じでしたか？あっとい
う間の二時間？

○�巽さん　いや、長かったです。
○�奥村コーディネーター　話を聞
いていて今おっしゃっていたよう
な女性への配慮がないとか、避
難所は直後に足を踏み入れない
と後から行ったら入れないんじゃないかと誤解している
人が多くて、阪神・淡路大震災のときのいろんな問題が
全然改善されていないという問題意識をおっしゃってい
ましたけれども、インタビューのときにはそんな話はな
かったんですかね。

○�長井さん　そうですね。そういう話はあんまりなかった
です。

○�奥村コーディネーター　今初めて新しい、新ネタです
ね。もう一個記事を書かなあかんという。

○�長井さん　ちょっと足りなかったですね。
○�奥村コーディネーター　続報をね。ありがとうございます。

○�卜部コーディネーター　ちょっとこんな感じで実は筋書
きないということなんですけれども、私たちが一番やり
たかったことはここにいる人が順番にしゃべってここで
議論しているやつをみんなが聞くという、いわゆるパネ
ルディスカッションのスタイルはやめたいなと思っていま
す。そういう意味では今回かかわっていただいた人から
当然入っていっているのですけど、当然皆さんかかわって
いらっしゃるわけで、ここに名前が挙がっている以外の人
も会話できるような時間にして今日は過ごしていきたい
なと思っていますので、よろしくお願いします。次は早速
ですけど、もう一人のゲストをご紹介したいと思います。
○�奥村コーディネーター　東二見地蔵町自治会長の増本
さん、お越しいただいておりますので、ちょっと紹介させ
ていただきたいと思います。

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん
明石市東二見地蔵町自治会長を
しております増本です。
○�奥村コーディネーター　一番前
に座ってちょっとくるっと皆さん
にお顔を見せて、すみません。増本さんです。今日はお忙
しい中、お越しいただいてどうもありがとうございます。
増本さんにもさっき金田さんにお話をお聞きしたのと同
じようにちょっとお聞きしたのですが、阪神・淡路大震
災とのかかわりというか、そのあたり教えていただけま
すでしょうか？

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　私は今67歳です
けれども、震災のときは働き盛りで、震災の前日にアメ
リカデトロイトに出張していました。二週間後ぐらいに
帰って来たんですけれども、明石市のマンションが半壊
になっており、修復に１年くらいかかったんですけれど
も、地震を経験してないもので子供たちの父兄からは村
八分状態です。共有してないやんかということで、一生
懸命いろんな活動をしたつもりなんですけれども、やっ
ぱり分かり合えないところがありました。アメリカでは家
族はどうですかとか取材を受けました。
○�奥村コーディネーター　家族と連絡はとれていたのですか？
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　はい。日本の皆さん
よりもアメリカからのほうが早く電話がつながったよう
です。
○�奥村コーディネーター　国際電話は輻

ふく
輳
そう
してなかったと

いうことですか？
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　夜通し何回も電話し
たんですけれども、後で日本の皆さんと話したら、それ
やったらアメリカのほうが早いやんかということを言って
いました。
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○�奥村コーディネーター　それは私初めて知りました。
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　最初はアメリカで聞
いた第一報は、淡路で100人ぐらい死んでいる地震が起
きたという情報だったんですけれども、CNNで高速道
路が倒れているのを見たら、そんなんうそやろというの
をすごく感じましたね。
○�奥村コーディネーター　その当時、お子さんは小学生で
すか？

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　子供は明石の中崎
小学校というところで、多分小学校５年生ぐらいだった
と思いますけれども、その小学校の運動場が半年間自
衛隊のヘリポート基地になっていました。
○�奥村コーディネーター　増本さんは、明石高専のグルー
プと一緒に活動をしているのですよね？

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　そうです。今、前に
座っている竹谷さんが今D-PRO135°の実践のチーム
リーダーをしており、この２年はどっぷりコミュニケー
ションを取っております。ちょうど今日は皆さんの話を
聞いていて、若い皆さんがいろんな活動していただいて
いるのはすごくいいなと思いました。もう一つ思ったの
は、他の皆さんの発表を聞いたらいろんな疑問点や突っ
込みどころがいっぱいあるんですけれども、竹谷さんの
発表を聞いたら深くはまっているせいで何も疑問も出て
こなかったです。そういうもんなんで、こういう場で多分
皆さんのグループも活動していたらそこにはまっている
もんですから、俯

ふ
瞰
かん
的に第三者の目がないと思うんで

すね。こういうところでいろいろ発表してもらって、いっ
ぱい突っ込んでもらって、なぜなぜという疑問はいっぱ
い沸いてくると思うので、こういうところでよく聞いても
らって突っ込んでもらうのが非常に大事なことだなと今
日実感できました。
○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど、ありがとう
ございます。
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　ちょっと話が長くな
るんですけれども、竹谷さんとの活動でちょっと調子悪
いことがあったので、ご紹介させていただいてもいいで
しょうか？
○�奥村コーディネーター　さっきの発表の中にはなかった
ような新事実？

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　ちょっとあったんで
すけど、ええ事ことしか言ってなかったので。
○�奥村コーディネーター　ええ事しか言ってなかった、何
かあったんですか？

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　実は今日来ていた
だいた皆さんにも考えてほしいなと思ったことがありま

す。竹谷さんが、感震ブレーカーをつけたんですという話
をされていましたよね。それはD-PRO135°の活動とし
て持ちかけられて、なかなかええ話だなとお金も助成金
を段取りしてタダでしますと言ったら、それはタダほどい
いことないなと思ったんですけど、学生さんと僕ら自治
会のメンバーで協力して取り付けたんですけれども、竹
谷さんが言ってくれたように、避難行動要支援者という
ひとり暮らしの高齢者のお宅をターゲットにして絞り込
んで活動したんですね。ある日、私に電話がかかってき
て、会長、晩に真っ暗のときでえらいことなってしもうた
からと言って、周り停電だろうと思って周りを見たら周り
の家は明るくて私のところだけ真っ暗だったという。
○�奥村コーディネーター　停電している？
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　はい。それの原因
は、私たちと竹谷さんの高専生らと一緒に取りつけ作業
をしたんですけれども、そのやつが割かし簡易な構造で
粘着テープでブレーカーのスイッチのところにつけまし
て、おもりが揺れで外れたら落ちると、そのおもりが落ち
るのでぴっと粘着テープで張っていたら、粘着が外れて
落ちて一瞬で真っ暗になったんですね。そのことをみん
なで持ちかえってレビューしましたところ、これは調子が
悪いんじゃないかと、もともと感震ブレーカーの機能の
目的は災害で電気がいったん落ちて、それが復帰したと
きにみんな避難していて家が燃えてしまったというのを
防ぐためのものなんですけれども、まず被災者の命を守
ることが大事ですよね。そのときに地震が起きてブレー
カーがぽんと落ちてもうて、関西電力から供給はされて
いるのに家が真っ暗闇になってしもうて、家の中が片づ
いてないのでどうやって玄関に出たらいいのかわからへ
んと、靴もどこかわからへんということで、閉じ込められ
る可能性があると思うんですね。そういう視点からして、
これはあかんなということになりまして、竹谷さんと大塚
先生の了解を得たんですけれども、一応今ついているん
ですけれども、その重りを取り外して、機能しないように
しているんです。人と防災未来センターの中にも感震ブ
レーカーのサンプルが置いてありますけれども、そういう
コンセプトはどうなのかなというのが、私共としてははっ
きりしていないので機能しないようにしています。
○�卜部コーディネーター　なるほど、勉強になりますね。
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　ほかにも実は明石
高専さんとは、もう10年近くお付き合いいただいてい
て、私が会長をしていますけれども、その前から避難
ルートの地図を作ったり、私が会長、副会長のときから
は、タンスの固定とか避難ルートの玄関あたりの下駄箱
を固定したり、そういうルートの片づけをすると、そうい
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うのをやってきているので、それは確実にできて真っ暗
でも私は自分で出られるわということになれば、そうい
うブレーカーもあると思うんですけれども、今現在そん
なことで、そのブレーカーをつけようかなと皆さんが思
われたときに、そういう視点もあるので覚えてほしいな
と思います。
○�卜部コーディネーター　いえいえ、一つの課題ですね。
私は仕事で防災啓発用冊子のデザインとかしています
が、感震ブレーカーをつけましょうと結構載せていますか
らね。これはまたちょっと一つ考えどころをいただいたな
と、これも課題をいただいたということになりますね。
○�奥村コーディネーター　竹谷さんは、その話はもう聞い
ていたのかな？もともと竹谷さんが感震ブレーカーをつ
けなあかんと思ったのかな？それとも先生にこれええん
ちゃうと言われて考えたのかな？

○�竹谷さん　明石高専では防災リ
テラシーという授業を１年生の
ときに受講するのですけど、その
授業の中で通電火災という話に
ついてはすごい印象に残ってい
て感震ブレーカーについても知っていたので、先生から
提案を受けて、私もそれはいいと思いますという話にな
り、通電火災の話が印象に残っていたので、取りつけた
んですけれども、私自身はふだんから枕元に懐中電灯を
置いているという習慣があったので、全く真っ暗になっ
てしまったときにどう対応すればいいかという話の視点
が出てこなかったんです。今回こういう話を受けてまず
懐中電灯を枕元に置くとか、自分がまず真っ暗な中で地
震が起こったときに動けるための対処が必要ということ
がある程度わかったかな。

○�奥村コーディネーター　なるほど、竹谷さんの中ではま
だ感震ブレーカーは生きているね。まだ生かせると、懐
中電灯とか使って停電がぱっとしてしまっても逃げられ
るように電気は別で用意したらいいのではないかと思っ
ているんだね。

○�竹谷さん　そうですね。私はそう思っています。
○�奥村コーディネーター　なるほど、まだこれから先どう
なるか、これも第二弾、次ありそうな感じですね。感震ブ
レーカーは、具合悪い面があるなという話を聞いただけ
で、その後まだ議論したりとかはやっていないのかな、こ
れからなのかな？

○�竹谷さん　まだ深い話はしていないです。
○�東二見地蔵町自治会長 増本さん　竹谷さんに、こんなこ
となってしもうたらあかんやんかと言ったんですけど。
○�奥村コーディネーター　言うたんですね。

○�東二見地蔵町自治会長 増本さん
　‌�　早速竹谷さんが動いてくれて、
メーカーの社長を呼びつけてき
てくれました。社長が、「そんな
いいかげんな粘着テープで設計
していないから、現場を見るわ。」ということで、社長と
僕と竹谷さんとで現場に行って確認したところ、ブレー
カーの蓋の面が正常にクリーニングしていない、そうい
う可能性もあるなという話をいただいたんです。それ以
外にも今日竹谷さんから、これからこんなことをするね
んでといっぱい宿題を出してくれたんで二人で片付ける
ようにしたいと思っています。
○�卜部コーディネーター　いいお話というか、いい視点が
一つ出たかなと思いますね。感震ブレーカーをつけたら
いいよというのは何となく前提で、それが本当に起こった
ときにどうなるのということをあんまりイメージできず
に、とにかく良さそうやしつけてみようかみたいなのが
結構流れとしてはあるよねと。
○�奥村コーディネーター　学校で習ったのは、感震ブレー
カーがあると通電火災が起こらへんからいいんかなとい
うところは学んだけれども、それをつけたら逆に困ること
もあるというのは活動する中で初めて知ったんだよね。

○�竹谷さん　そうですね。
○�卜部コーディネーター　なるほど。はい、ありがとうご
ざいます。ちょうどいい話題をいただけたんですけれど
も、このパネルディスカッションのタイトル、鈴木さんが
描いていただいているのもそうだし、このチラシのパネ
ルディスカッションのところもそうですが、「私が伝えた
い」と言い切ってないでしょ。よく見てもらったら、ここ
のデザインはこだわったつもりなんですけども、伝えた
い？？って感じで小さくなっていっているんですね。この意
味は、今の感震ブレーカーのこともそうなんですけれど
も、言い切れないこともあるし、わかったこともあるし、
これもしかしたら最新の話じゃないかなということで、私
が伝えたいことというパネルディスカッションよりもこれ
を伝えるべきか、伝えたほうがいいのか、みんな多分そ
ういう中で模索しながら活動されているというニュアン
スをここに入れて私が伝えたかったことなんですね。そ
ういう意味で多分言い切れることばっかりじゃないと思
うんです。疑問点も残っているだろうし、去年の高森さん
の課題でいう「もやもや」という言葉かもしれないです
けれども、何かその感じ、そこを議論できたらおもしろ
いなと思っています。そういう観点で、今度は全体を見て
いただいていた先生に話を聞きます。
○�奥村コーディネーター　若い人から行きましょうかね。

26



先に安富先生だとしゃべりづらくなるかもしれないか
ら。本塚先生は明石高専で、テーマを与えたのは先生？

○�本塚先生　ではないです。
○�卜部コーディネーター　誰ですか？
○�本塚先生　私も明石高専出身
で、去年までは人と防災未来セ
ンターで研究していたのでこの
会場運営をしていて、この春から
母校に戻って教職についたので、
会場運営していた関係で明石高専は母校ですので活動
というのは陰ながら応援もしていましたし、活動の支援
もさせてもらっていたんですけれども、テーマを与える
段階では私は明石高専の助教ではなかったので、そのと
きはここの会場にいる大塚先生や、防災リテラシーを立
ち上げた先生達で、そういうのを引き継いだという形で
す。ただ今日、増本さんにお話しいただいたように、社長
さんと一緒にお宅に訪問するのは一緒に行かせていた
だいて、増本さんがおっしゃったように私もある意味そ
のときは第三者的な視点で入れたので、思い入れがそこ
まで強くないというか、ちょっと客観的に見られるので
社長は我が社の製品に自信を持っておられるし思いが
あってされている。学生も思いがあってやっている。よく
あるのが災害とか防災のところって全員別に悪気があっ
てやっているわけじゃないんですけど、それがきちんと
伝わっていない部分と当事者にも意識とは乖離している
部分があるのかなと、災害時もそうですけれども、やは
り不具合は起こるんですよね。それが特に今回の場合は
要配慮者の方の家に、ふだんからひとり暮らしで自分で
ブレーカーの上げ下げなんかは普通するとも思っていな
し、我々もそこは完全に想定はしていない中で起こった
悲劇という部分があって、それが皆さんの意見を集約す
るとつけないほうがもしかすると幸せなのかもしれない
というところに、地域課題的にはそうなるのかなと、で
すのでこのエピソードについて私も思ったことは、阪神・
淡路大震災や、日本の防災で得られたエピソードがすご
く集約されて、これだけしたらいいという、すごく簡単な
ところは伝わるんですけれども、その裏側にあるものや、
それをつけたがゆえに発生する課題というところが伝
わっていないので、それが発見できたというのはすごく
よかったのかなと思っています。我々としてもこういった
活動をすることで我々としては頑張っていると思うし、
地域方に評価されているんですけれども、した後のフォ
ローというのも考えて、やったからこそ起こりえる問題
であったりとか、先輩たちがやったことを、つけたものを
ほったらかしにはできないので、出した成果をほったら

かしにできないときに誰が責任を持っていくのかという
ことも次に、自分たちの組織として、先ほど舞子高校で
あったようにチームとしてかかわっていくということも重
要じゃないかなと思います。
○�奥村コーディネーター　本塚さんは私より若く見えるん
ですけれども、阪神・淡路大震災とのかかわりはどうな
のですか？

○�本塚先生　阪神・淡路大震災のときは私は小学校６年
生です。奈良県の自宅で被災したので震度３ぐらいです
ね。ただ奈良県の私の同級生ですら、そのとき今でいう
トラウマじゃないですけど、余震や揺れを非常に怖く感
じたという話があったので、その後高校から明石に出て
きましたけれども同級生は当時を経験しているので、そ
この温度差というか奈良の震度３でも怖く感じていた、
それを実際に現地で感じた同級生と過ごしたということ
は、少し印象には残っていますけど。
○�奥村コーディネーター　さんから引き継がれたとお聞き
したんですけれども、太田先生後ろでほほ笑ましく見て
らっしゃいますけどね。太田先生
は神戸市の職員をされていたの
で、まさにど真ん中で活動され
た方だと思うんですけれども、
太田先生は先生をしながら学生
さんたちにいろんな活動を促すような指導をされていた
と思うんですけれども、これごめんなさい、本塚さんに
聞く質問なんですけどね。本塚先生はそういう先生方の
活動をどんな感じで引き継いでやってらっしゃるのです
かね。自分がこういう教育を受けてきたなとは違います
よね。

○�本塚先生　そうですね。私自身もやはりある意味今回
の災害メモリアルアクションKOBEとしては第二世代、直
接経験したときは子供であって余りよくわからないまま
社会の混乱というか大変なことが起こっているんだなと
思っていて、その後の復興、復旧の中で日本が災害先進
国だとか、防災先進国だというのを自分の中でも何とな
くそうなんだろうなと思って、私自身の博士論文は、イン
ドネシアの避難所で書いたんですけれども、当時インド
ネシアに来たとき自分は日本の最先端の防災を発展途
上国の防災に役立てるという思いで行ったんですけれど
も、打ちのめされたのが向こうのほうが進んでいるんで
すよね。ハード的には確かに日本の対策はすごく進んで
いるんですけれども、向こうはソフト的にイスラム教の
助け合いの文化であったり、いろんな背景というのがあ
ると思うんですけれども、日本ではやっていないという
のを一歩進んだソフト面の対策をされていて、むしろ教
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わることはいっぱいあるし、何かそんなにあぐらをかか
ずにもっといろんなことを真摯に聞かないといけないな
という立場で、もちろん太田先生たちの第一世代の方の
教訓も聞きたいですし、でもそれだけが全てではなくて
もっとほかにもいろんな方法論があるし、正解がない中
でいろんな情報を持っておかないといけないということ
を身にしみて実感したのでそれを次の世代に、もちろん
教訓では言われているけれども、もっといろんなことが
できるし、それだけが教訓じゃないよということを伝え
ていくような感じですね。
○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど。
○�奥村コーディネーター　私と
近い世代ですからね。私は直接
震災で家を失ったりとか家族を
失ったりとかはないけれども、
結構真面目に働いて今は防災を
やっているんですよね。モチベーションは全然違うと思
うんですよ。太田先生とかこの後に話を伺う安富先生と
か、卜部さんもまだ若かったとはいえ神戸に住んでらっ
しゃったからね。多分、その辺のモチベーションは少し
違っているんだろうなと思うんですけどね。

○�卜部コーディネーター　本塚さん、インドネシアでは最
新が歯が立たなかったということですけど、今回のテー
マの未災者が未災者に伝えるということは、阪神・淡路
大震災をベースにして24年たって多分デジタルアーカイ
ブの方もこのモデルは自分たちの今後の活動にも使える
みたいなことをおっしゃっているぐらい、もしかしたら防
災の最先端の研究かもしれないなと私なんかはちょっ
と思ったりもしてて、伝えていく活動のまだわからない
部分はたくさんあるけど、できればもっともっと掘りたい
なという思いが実はありますので、この活動を通じて最
新のことをなし遂げていただきたいなと思ったりしまし
てね。
○�奥村コーディネーター　直接経験していないからもう熱
が低いように見えるかもしれないけれども、少し神戸の
震災のことを、さっき客観的みたいな言葉をおっしゃっ
ていたと思うんです、本塚先生も。少し距離を持って見
ているというのかな、我々世代というのは。それが直後
10年、15年という中で行われた活動とは違った活動に
なっているような気がしますけどね。

○�卜部コーディネーター　ちょっと引いた視点で。自分が
やってこられたことを今回のテーマをもつ学生さんがメ
ディアという形で作るというのを聞いて指導されている
と思うのですが、やっぱりそのように見てらっしゃるじゃ
ないですか。その辺の観点が大切ですね、今回。

○�奥村コーディネーター　すごいですよね、この「わせら
ん」新聞。これ現役ばりにやったんですか？学生だけ、こ
んな文章はみたいな。どんな感じでこれができ上がった
のか？

○�卜部コーディネーター　まずは、自己紹介をしていただ
いて。
○�奥村コーディネーター　知らない方もたくさんいらっ
しゃるので。

○�安富先生　当時小学校５年生で
した、娘が。当時38歳、読売新
聞でデスクをやっていました。今
の質問を先に答えると、久しぶり
にデスクの血が騒いだ。

○�奥村コーディネーター　鬼編集長になっていたわけです
ね。

○�安富先生　それぐらい久しぶりにデスクの気持ちを味わ
うぐらいでしたし、この場をおかりしてちょっと謝らない
かんのが、今日ここに10人ぐらいインタビューを受けた
方がおられ、何人かの人にすみませんと行くと、小林郁
雄さんは写真いっぱい撮られたのにその写真がなくなっ
たと言われて後からもう一回送り直したとか、諏訪先生
は帰られましたけれども、諏訪先生は女の子が突然来
て、先生、アポちょうだいと言われて、俺は援助交際せえ
へんねんけどって思った。よう聞いたらこういうことだっ
たとかね、いろいろ皆さんに大変御迷惑をかけて、私は
正直言って、インタビューをして来いと何も言わずにイン
タビューだけして来いと、余り指導しなかったのでもう
ちょっと指導しとけばよかったなと思ったんです。編集の
ことをいうと、ある学生はこの新聞大体一つ一人の方に
500字ぐらいなんですね。原稿用紙１枚ちょっとぐらいだ
からね。これを5,000字書いてきた学生がいまして、諏訪
先生の原稿ですけれども、と言うと誰かわかっちゃうん
だけど、それを削るのに30分かかりましたね。最終的に
デスクをやって怒りながら、周りみんな引いていましたけ
れどもずっと怒りながらやっていました。24年前のデス
ク環境をちょっと思い出したなというような。

○�奥村コーディネーター　結構これは時間的にもタイトな
形だったんですかね。新聞なんて毎日毎日ですからね。

○�安富先生　12月ほとんど怒っていたかな。もう一つ言え
ば、今彼らは安富ゼミの３期生なんですけど、今日１期生
が県立大学の大学院で発表していたのが、１期生でいる
んですけれども、彼の同僚の学生が昔、教訓は私にはよ
くわからんわ、伝わっているのかなというところから始
まって３年目に今来ているんですね。自慢すると、この３
年生は割と優秀なので、去年無理やり新聞を作ってみよ
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うかというのを初めて言ったんですけれども、よう作って
くれましたね。

○�奥村コーディネーター　すごい立派ですよね。レポート
のレベルは、もうはるかに超えてきちんと新聞だという
印象をこれを読んだときに感じたので。

○�卜部コーディネーター　5,000字を30分で削るのは大
変…
○�奥村コーディネーター　それもすごいですよね。
○�卜部コーディネーター　金田さんのお話をこれだけにま
とめるのも相当大変だと思うのですけど、話されている
ことはほぼ全て教訓じゃないですか。それをいかに絞り
込むというのは、やってみてどんな感じ？
　‌�　まず、どう絞り込んだのですか？
○�奥村コーディネーター　自分でやったのかという話です
よね。

○�卜部コーディネーター　安富先生の編集長の指導に基
づいて？
○�巽さん　編集は安富先生がやってくれたんですけれど
も、一応まとめるのは僕らでやって、そこから削るのは。
○�卜部コーディネーター　なるほど。ポイントみたいな、こ
れは３名の方がこういう何か、災害の輪郭を捉えるみた
いな一言にしているじゃないですか。その辺りというの
は、やってみたポイントって何ですか？
○�長井さん　その新聞が９枚ある
と思うんですけど、一番上の方の
印象に残る言葉を一番上の黒い
ところに入れさせていただいた
んですけれども、見出しに。そこ
は先生に決めてもらったんですけれども、大事な言葉と
いうのは僕たちがインタビューをしながらメモとかしな
がらして、みんなに伝えていく、伝えたい言葉ということ
で一番上の見出しにさせていただきました。

○�奥村コーディネーター　簡単なことじゃないですよね。
短く伝えるってすごく難しいことですよね。先生に新聞
の記事を書いてみようかと言われて、取材して来いと言
われて、それを聞いたときにどんな感じ、どんな印象を
受けたわけですかね。もともとほんまもんの新聞記者で
すからね、デスクをやられてた。すごくリアルな感じでこ
れができ上がるまで大学で体験しているわけですよ。こ
れを最初言われたときどんな印象を受けた？

○�長井さん　最初はよくわからなかった。
○�奥村コーディネーター　よくわからない、何を言ってる
んだろうと？

○�長井さん　なぜに作るのかもわからなかったので難し
かったです。

○�奥村コーディネーター　だけどここまで頑張ってできて
ますけど、もうやめようかなと思わへんかった？

○�長井さん　やめようかなとは思わなかったですけれど
も、この１月12日までに完成させなければならなかったの
で、それに近づくにつれて先生がどんどんイライラしてい
きました。僕らは追い込まれていくので大変でしたね。

○�奥村コーディネーター　これやっていく中で先生がイラ
イラしているというのはあるかもしれないけれども、自
分なりにせっかくこういうものを作るからここは工夫し
てやっていきたいとか自分なりに、先生、ここは絶対にこ
の文章を書きたいとか、そういうのは出てきたんですか
ね？もう言われるがまま？

○�長井さん　そうですね。作っていくうちに自分たちは今
すごいことをしているんだなというふうに思ってきて、肩
書だけ見ても。昨日完成して昨日の夜全部読みました。

○�奥村コーディネーター　これは昨日できたばかりなの？
○�長井さん　そうです。
○�奥村コーディネーター　すごいね、リアルな新聞やね。
○�長井さん　昨日の夜全部読ませていただいたんですけ
れども、肩書だけ見てもラジオ関西社長だったりとか、
すごいなと思って。最初は全然思っていなかったんです
けれども。

○�奥村コーディネーター　そうですか。じゃあなかなかこ
の活動を通じて、長井君はふだんなかなか会えへん人に
取材できたり、もともとほんまもんの記者やからね、こ
こにいる人。ほんまの新聞のようにこうやってつくったと
いう経験もすごいことやなって今は思うんやね。

○�長井さん　思います。
○�奥村コーディネーター　なるほど。そのことは親にも話
した？

○�長井さん　いや、まだ話していないです。
○�奥村コーディネーター　誰にも話してない？
○�長井さん　そうです。誰にも話してないです。
○�奥村コーディネーター　ないしょなん？
○�長井さん　ないしょとかじゃないですけど。
○�奥村コーディネーター　秘めるタイプやね。どうです
か？どんな感じで彼と同じように、この最初言われたと
きは？

○�巽さん　最初は、したくないなと思っていました。
○�奥村コーディネーター　したくない、正直やね。
○�巽さん　はい。やっていくのも難しくて、できたときは達
成感がありました。
○�奥村コーディネーター　達成感。またやりたいなと思い
ますか？

○�巽さん　やりたくはないです。
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○�奥村コーディネーター　それだけよく頑張ったってこと
やね。

○�卜部コーディネーター　編集作業というのを僕も仕事
でちょくちょくやらせて頂くのですが、いろんなことを聞
いたり物を読んだりして、仕事に入るときに自分の中にぐ
わーと入ってくるよね。これは大事やなとか、何かこれは
人に知ってほしいなという部分を残していくような仕事
ですけど、そういう場合は今回ここにたくさん掲載されて
いる、そうそうたるメンバーの方々のお話なんですけど、
ここから自分が知り合いとか家族とか大事な人に伝えた
い、あるいは、やりたいなということは結構ありました？
○�巽さん　そうですね、ふだん新聞とか読まないんですけ
れども、今は作って読んでみて震災に関して伝えないと
いけないことはたくさんあったと思います。
○�奥村コーディネーター　中でも今日話を聞いていると、
僕も聞き方も悪いのかもしれないし、発表のときのやつ
も聞いてても、卜部さん、結構阪神・淡路大震災に対す
る思いは学生さんたちは語っていない、発表を聞いてて
も。今の話もこれを作るの大変やったと言うけど、阪神・
淡路大震災の教訓をいっぱい聞きに行っているけれど
阪神・淡路大震災のことはあんまり言わないのは何でな
んだろうなと思うんですけど、阪神・淡路大震災をいっ
ぱい聞いて、24年前の経験とかその後の経験とか聞
いてこんなことを思ったとかいうよりかは、この新聞を
やったというそっちのほうが先に来るのかな？

○�巽さん　そういうことではないんですけど。
○�奥村コーディネーター　そういうことではない。結構
やっぱり阪神・淡路大震災に対しての思いも変わった？

○�巽さん　そうですね。
○�奥村コーディネーター　何かもうちょっと言って。だっ
て竹谷さんは高校生にして、通電火災はあってはならな
い、だめだと言われても感震ブレーカーは大事だと？

○�卜部コーディネーター　社長を呼びに行ってますから。
（笑）
○�奥村コーディネーター　そうですよね。負けてられへん
よ。阪神・淡路大震災に対する思い？

○�巽さん　活動をするまでは、震災とかに余り興味がない
というか知らなかったというのが正直なところです。こう
いう場というのが少ないと金田さんの話を聞いて、こう
いう場というのがこれからも大切になってくるのかなと
思いました。
○�卜部コーディネーター　ありがとうございます。今回、
テーマが未災者から未災者へということで、感震ブレー
カーはそういう活動だけじゃなくて、いろいろ寺小屋み
たいなものもされていたりとか、明石はされているので

すけれども、例えば増本さんといろいろされている活動
から得たことをやっぱりそれは自分の知り合いとかに伝
えていったりとか、子供たちに教えてあげたりとか、そう
いうふうに思えるようになってきたりしていますか？今は
感震ブレーカーを取りつけるという作業というか活動が
おもしろいんだと思うんですけれども、たくさん話してい
ると思ってましてね、地元の方、経験者と。
○�竹谷さん　どちらかというと感震ブレーカーは一つの
手段と認識していて、どちらかというと地元の小学生か
ら高齢者の方と防災についてコミュニケーションをとっ
ていくほうに楽しみというか喜びを感じていて、高校
３年間一生懸命に続けられているのでそこは私のモチ
ベーションにはなっているかなと思います。

○�卜部コーディネーター　すばらしいですね。
○�奥村コーディネーター　それが続けようという気持ちを
ずっと維持するのに大事になっているんだね。

○�竹谷さん　そうですね。
○�奥村コーディネーター　なるほど。人によってはそうい
うのが嫌だという人もいるんでしょうけれども、竹谷さ
んはすごくそういうのが楽しんですかね。

○�竹谷さん　そうですね。今日も後ろのほうに、地蔵町で
かかわってくれた小学生の子とか会長とかいっぱい来て
くださっていて、そういう人たちとつながりができていく
というところに。

○�卜部コーディネーター　せっかくなんで、後ろの会長と
もう一人いらっしゃる。彼女の活動についてちょっと一言
お願いします。
○�奥村コーディネーター　竹谷さん、紹介してくれます？
誰ですか？

○�竹谷さん　前地蔵町自治会会長・五町委員会代表の神
代さんです。

○�奥村コーディネーター　神代さん、ちょっと立っていた
だけますか？今日はどうもありがとうございます。

○�前地蔵町自治会会長・五町委
員会代表 神代さん　今紹介さ
れましたように地蔵町の前会長
をしていたんですけれども、現
在は海岸線を含めた五つの町の
団体、五町委員会というんですけど、そこの代表をさせ
ていただいているんです。そこで大塚先生とは以前から
二見にお住まいなので、厚意させていただいていろんな
情報をいただいて、特に海岸線は海抜２メーターぐらい
の漁師町で危険性がたくさんありますので、竹谷さんの
D-PRO135°の団体と４年前から地域で取り組もうとい
うことで出発しました。特に漁師町は通路が狭く非常に

30



密集している危険なところですので、そういうところを地
域の人とD-PRO135°の方と一緒に回って、危険な場所
とかを点検していただいて、現在は今、増本さんが言わ
れたように地蔵町の自治会と取り組んでいるような状態
です。その中で竹谷さんから寺小屋の相談がありました
ので、ぜひとも地域の小学生にも参加していただきたい
ということで、ここに来られている阿部さんにお願いして
グループで一緒に参加していただけるような形で進めま
した。
○�卜部コーディネーター　ありがとうございます。阿部さ
んは楽しいですか？楽しくやられていますか？
○�地蔵町「防災寺小屋」参加者 阿
部さん　はい。

○�奥村コーディネーター　小学生
なんですよね？

○�前地蔵町自治会会長・五町委員
会代表 神代さん　はい、そうです。
○�奥村コーディネーター　大きいですね。５年生、６年
生？

○�前地蔵町自治会会長・五町委員会代表 神代さん　小学
６年生で背が高いと思います。
○�卜部コーディネーター　もう既に三つの世代、先生方を
入れたら四つですか。四つの世代のモデルになってきて
いるんですね。
○�奥村コーディネーター　まさに未災者から未災者です
もんね。

○�卜部コーディネーター　まさにそうですね。これはすば
らしいですね。
○�奥村コーディネーター　寺小屋をやるのも災害の教訓
をどう伝えるかみたいなモチベーションというよりかは
むしろ、さっき言ってくれたように何か新しくこんな子た
ちと出会えるとか、そういうのが楽しいからやっているん
だよね。

○�竹谷さん　そうですね。私も気持ちとしてはこの災害メ
モリアルアクションKOBEの趣旨とはちょっと違う形で。

○�奥村コーディネーター　いいよ、全然気にしないで。
○�卜部コーディネーター　そもそもそんな決まった趣旨は
ないというと怒られるのかな？
○�奥村コーディネーター　大丈夫。
○�竹谷さん　今までは高齢者の方とコミュニケーションを
とることが多かったのですけれども、小学生ともコミュ
ニケーションをとることによってつながりが持てて、それ
が地域の防災力につながっていったらいいなと思って。

○�卜部コーディネーター　すばらしい。
○�奥村コーディネーター　小学生はどんな感じで来てい

るのか。地域を安全にするために寺小屋に参加している
のですか？阿部さん、しゃべれるかな？楽しい、楽しいか
ら行ってる感じ？

○�卜部コーディネーター　どんなことを考えた、何が一番
おもしろいですか？
○�前地蔵町自治会会長・五町委員会代表 神代さん　実は
お母さんからもいろいろ僕もお話を聞いて、初めての経
験ですから、ぜひ参加させてくださいということで、特に
今まで関心があったわけではないと思うんですけど。先
日もお母さんとお会いして今日の出席についても了解を
得なあかんと思って話をしましたら、お家では当日の話
とかを話しており、小学生でも大切な話やなということ
をお母さんから直接聞きました。
○�卜部コーディネーター　なるほど、すばらしい。ありがと
うございます。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。竹谷さ
んは小学生はどんな感じで来てくれている印象を持って
いるのですか？

○�竹谷さん　そうですね。どちらかというと、防災につい
て学ぼうというよりは今回特に体験会がRESQという
ボードゲームだったので、ゲームで遊ぼうという感じで来
てくれている印象がありました。実際よく楽しんでくれま
した。

○�奥村コーディネーター　なるほど、D-PROのゲームね、
RESQともう一個、チャレンジ！、あれはすごい完成度で
すよね。高校生がつくったゲームとは思えない、どこか
に売ってそうなぐらいの精度になっていると思うんです
けど、今日作ってくれた学生さんもいると思うんですけれ
ども、どこにいるのかな。あれは作るの楽しい？

○�明石高専D-PRO135°（明石高
専防災団）開発チーム 東條さん　
ゲームを私たちが作っているこ
と自体が楽しいんですけれども、
それで防災が伝わればいいん
じゃないかということで、防災とつなげて防災ゲームと
いうのを作っています。

○�奥村コーディネーター　何かすごいこだわりを感じます
よね。デザインをやられている卜部さんから見てあのデ
ザインはどうですかね？すごくないですか？

○�卜部コーディネーター　いいと思いますよ。さっきも子
供たちが、防災じゃなくてもそれをやりたいから来ると、
そこは結構強力やなと、いわゆるツールという意味では
そこでそれがちゃんと機能して次の若い人たちがちょっ
と防災のことがわかるというだけでもこれは大したもん
です。僕はそう思って見ていますけどね。
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○�奥村コーディネーター　すごいですよね。
○�卜部コーディネーター　ゲームの話題から新聞に戻す
と、そういう伝達するもの、ツールとしてのゲーム、新聞
なんて人に物を伝えるという、まさにそのものなんでメ
ディアという世界をちゃんと見ようとしたときに、こうい
うのはど直球というか、今回教訓を聞いてきてまとめて
新聞にするのは意外と見たことがなかったなというか
直球は直球なんですけどね。そういう意味でどの部分を
言ってやったらいいのかみたいなことというのが結構ポ
イント、ゲームは防災がそんなに主なきっかけじゃなくて
もちょっと触れればいいというレベルだとしたら、新聞と
いう形にすることは何か教訓は伝わらないみたいなこと
を言われているけれども、やっぱりすごい意味があるの
かなと僕なんか思っちゃうんだけど、実際効果があった
ぞみたいなことはあります？何か話してもらえることは
あるかな？質問は難しい？
○�長井さん　いや、大丈夫です。今回この新聞にいろんな
人から聞いた教訓というのをまとめさせていただいたん
ですけれども、国とか県が作っている教訓集という物も
あって、僕もそれをちょっと見させていただいたんです
けれども、書いていることがとても難しくて、太いし何冊
もあってどこが大事かよくわからなかったというのが印
象で、この新聞だと一人に対して500文字ぐらいで大切
なこともわかりやすくて読みやすくてということで、これ
を読んで興味も持ってもらえると思うし、伝えたいこと
というのもそういう国とか大きいところが作っている物
よりは伝わるんじゃないかなと思います。

○�奥村コーディネーター　何か厚い教訓集は読むのにも
相当な力が要るということやね。これぐらいやったらい
いんちゃうかなと、先生何か？

○�安富先生　27人の方、もっとた
くさん聞きたかったけれども、
なかなか27人は難しかったんで
すね。僕も最終的に全部読んだ
ときに十人十色というか、二十七
人二十七色の教訓があるんやなということと、それと共
通することと二つあるんですよね、読んでみてね。そこを
さっき彼らが言ったように大人たちが作っているものは
難し過ぎるんだというのがやっぱりあるんですね。うち
の巽君あたりがわかるような教訓をつくれれば幼稚園で
もわかるかなと思うので、そういうものを作っていきた
いなとこの間から思ってて、昨日の夜に来年度どないし
ようかいと僕は気が短いのですぐ来年のことばっかり、
うちのこの巽君の次の世代の２年生はこんな難しいこと
できるかなと思いながらも、と思ったときにすぐ決めて

いる、次は歌やなと。
○�卜部コーディネーター　歌ですか。
○�奥村コーディネーター　歌を作るのですか？
○�安富先生　いやできればね。共通のワードみたいなもの
を何かつづっていけて楽しく伝えればなというのが。

○�卜部コーディネーター　それもメディアですね。
○�安富先生　それともう一つ、今回非常におもしろかった
話を、さっき淡路島の出身の学生が「わせらん」という話
をしてましたね。淡路島はいいですね、実は正月に帰っ
たときに親戚一同が集まってくれてその中で彼女がそ
の話をしたんですって。まずそれで一発目は大爆笑が起
こった。その次は頑張って発表して来いと、その新聞を読
みたいなと言ってくれて、それはコミュニティの強さだな
というふうにいいな思いましたね。

○�卜部コーディネーター　いいですね。僕は聞いてて思っ
たのは、言っていただいた「今までのやつはすごい分厚
いし、何が大事かわからへん」という、でも物をつくら
れているじゃないですか。あれは絞り出して残すことが
目的だったんじゃないのかなと、メディアとしてね。今君
たちがやっていることというのは、「わせらん」といタイ
トルのキャッチーさもそうだし、絞り込むことで読んで
もらえるもの、読ませるものに変えていっているんだな
という気がすごくするので、歌もいいんですけど、もう
ちょっと新聞もやってほしいなということを正直思いま
すね。
○�奥村コーディネーター　続報ができそうな予感はさっき
ありましたもんね。

○�安富先生　もう一つおもしろいなというのが、多分今日
この中にインタビューを受けた方が10人ぐらい来てて、
今読んでみて、私、こんなふうに言ったかなという違和
感もあるかもしれないなというのがちょっとあって、学
生にインタビューしてもらったんだけど、インタビューす
ることによって新聞記者じゃない、プロじゃないから逆
におもしろいんかなと思ってて、素直にそのものを受け
とめているんですけれども、今この場をかりて申しわけ
ないですけど言った意味が違っているよなと思ったらお
許しを願いたいのですけれども、これは多分学生の感性
で受けた言葉だというふうに僕は思いたいんですよね。
それこそ伝わる難しさみたいなところがあると思うんで
すけれどね。

○�奥村コーディネーター　言葉だけでそこの部分を切り
取って、それを発した人が思っている意味とそのまま受
け取った側でちょっと違っている場合がありますもん
ね。

○�安富先生　新聞なんかの場合よくそういうのがあるんで
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すよね。ただそれもそれこそ金田さんがおっしゃった１
時間、２時間しゃべっていただいたのをわずかこれだけ
の分にするという難しさというのを多分彼らは感じたと
思うんですよね。

○�奥村コーディネーター　会場ももうちょっと聞いてみま
す。

○�卜部コーディネーター　そうですね。実は皆さんに聞い
てみたいんですけど、県立大さんのアーカイブの話がお
もしろかったなと思ってまして、今ゲームと新聞と出てき
て、デジタルでインターネットでムービーでみたいな、さ
らには外に出ていって、人とかメディアだけじゃなくて場
所が伝えるみたいなことも言っていました。なおかつ、こ
このこの取り組みは自分たちの後輩に使えるみたいなそ
ういう意味では、メディアの違いの観点みたいなものと、
モデルをもう一回どういうふうに分析されているのか、
分析というと難しくなるかな、捉えてらっしゃるのか、
ちょっと教えてほしいなと思って、県立大の方に。
○�兵庫県立大学 折橋さん　兵庫
県立大学の折橋と申します。今
日発表した喜田君と一緒にデジ
タルアーカイブの活動をさせて
いただきました。今のお話でい
くと、まず一番目は竹谷さんがおっしゃったみたいにあ
くまでツールという形で、主眼においていたのが作るプ
ロセスのところ、場を提供するというところがまず一番
だったのかなというのがあります。構成としては余り触
れなかったんですけれどGISという技術を使って、それ
が位置情報、空間、場所をひもづけるというところが一
番重要なところかなと、最初にお話に出てたかもしれな
いですけど、時間的に見られるというところが一番大き
い、メディアとして一番大きいところかなと思ってて、当
時の記憶、ここにいたなという場所とそこの被害の状況
というのもレイヤーという形で重ねることで、当時はわ
からなかったけれども、この辺で火事が起こったんだと
か、この辺は崩れたところがいっぱいあったんだという
のがぱっと見られるというのは構成としては一番よかっ
た点なのかなと思います。

○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど。ちょっと興
味あるのがエピソードというくくりをしていたじゃないで
すか。あれはどういう観点なのですか？エピソード。
○�兵庫県立大学 折橋さん　エピソードはあのメディアの
中での意味合いでいくと、言い方があれですけれども、
キャッチーな出来事というのが一番大きい意味合いで
はあったんですけれども、どちらかというとこれを調べ
ていく上で明らかになったその時のストーリーというと

ころが一番大きくて、彼が発表で今言った、岩が流れて
きたというのは芦屋川の話だったんですけれども、芦屋
川からかなり離れたところの家から当時の橋の柱が見つ
かったというのは、それを聞くと被害がそこのところまで
あったんだなというのがわかるという意味合いでの教育
的な意味というところもありました。

○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど。そういう
キャッチーな部分も入れておかないとメモリーに残って
いかないですもんね。
○�兵庫県立大学 折橋さん　そうですね。位置情報では示
せない思いというところも加えたいという意味合いが大
きかったです。

○�卜部コーディネーター　ありがとうございます。非常に
おもしろいですね。あともう一つ聞きたいのが舞子高校
さん、舞子高校さんの発表で非常におもしろかったのは
途中チームが機能しなかった、で、一回落ちるんだけど、
最後真ん中に出てきて物すごいええ話してたなというの
があるんです。基本インタビューをやっていますよね。そ
ういう意味では前に上がっている方もインタビューから
新聞を作っているんですけれども、その辺でインタ
ビューの難しさとか聞き方とか質問の仕方とか何か工夫
した点とか、何か教えてもらえたりしますか？
○�兵庫県立舞子高等学校 中谷さん　
口頭でインタビューしちゃうと今
回もわからないと言う人もいる
かもしれないので、とりあえずス
ケッチブックに二択で、何々質問
を書いてイエスかノーかシール張りを。

○�卜部コーディネーター　質問形式をずっと聞いていく
と。
○�兵庫県立舞子高等学校 中谷さん　聞けそうな人とかを
選んで行っちゃったんで、もしかしたら結果に偏りがあっ
たかもしれないし、逆にインタビューする日を決めてい
たんですけれども、行けない日があったり、行けない人
が出てきたりしたので、そこはやっぱり大学と高校の違
いがはっきり出たのかなと思います。

○�卜部コーディネーター　いや、全然そんなことないとお
もうよ。何か聞いてみたいことありますか？このそうそう
たるメンバー、後で直接聞くこともできるんだけどね。ま
ずは何か質問とかありますか？
○�兵庫県立舞子高等学校 中谷さん　僕は今リーダーを
やっていて、来年ももしかしたらやるかもしれないんです
けれども、とりあえず町なかで例えばインタビューする
ときに注意すべき点とか、あとはもともとデスクにいた
ということで。
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○�卜部コーディネーター　インタビューのときの留意点で
すって？
○�安富先生　現役時代、人にインタビューするのが最も苦
手な人やったんですけれども、新聞記者もみんなもそう
だと思うんですけれども、全然知らない人にいきなり、
すみません、私に聞かせてくださいって物すごい勇気が
いるんですよね。僕らも新聞記者に最初なったときに、
それができなくてこういうデスクとか支局長に、おまえ
新聞記者やめてしまえとか何遍も言われた。夜に知らな
い警察官のところに行って、事件のこと教えてください
と聞きに行くんですけど、教えてくれるわけないので、い
つも行ったふりして行ってきましたと言ったら、ほんまか
と怒られる。人に話を聞くのはすごく難しい。でもそれ
は一種の慣れみたいなところがあるんだけれども、お兄
さんたちがやったのはアポイントをとって、こんなことで
よろしくお願いしますと言っているから結構時間をとっ
てくれるんだけれども、それもなかなか時間を合わすの
は大変なことがあるので、でも人に話を聞いて僕なんか
が一番あかんかったことは自分がしゃべり過ぎるんで
す。インタビューが一番上手な人はずっと耳を傾けて、金
田さんはほっといてもしゃべってくれますけれども、河田
先生もいっぱいしゃべっていただきますけれども、なか
なかしゃべってくれない方をどうするかというのは難し
い。

○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど。勉強になり
ますね。
○�奥村コーディネーター　高校生に聞いてみていいです
か？そのちょっとサンプルが偏ったんじゃないかとか、い
やもっとチームワークしっかりやったらもっといいもの
ができたんじゃないかとか、結構反省を言ってくれてい
たけれども、何でそんなに完成度高いものにしようと思
うのかな。言われたとおりできたし、ええんちゃうの。イ
ンタビューもしたし、質問もやったし、発表もしたし、そ
れでもあかんのかな？

○�兵庫県立舞子高等学校 中谷さん　僕らも防災を学んで
て中途半端な、自分よく中途半端なやつやんと言われる
んですけれども。

○�奥村コーディネーター　中途半端は嫌やと。
○�兵庫県立舞子高等学校 中谷さん　やるならかちっとや
らないと、それこそ人の命とかにかかわってくるから、結
局平等じゃないといけないし、偏ってはいけないし、とい
うのは頭に置いていたんです。置いていたんですけれど
も、やっぱりいざとなると、この人は行けそうやな、行っ
てみようって。頭でわかっていても行動に移せないとい
うことが。

○�奥村コーディネーター　すごいなんかリアルな、ほか
の高校生はどう。舞子代表のメッセージじゃないよね、
きっと。

○�卜部コーディネーター　高校と高校で伝わったという話
を聞きたいんだけど。
○�奥村コーディネーター　来年もやりたいみたいなことを
言っていたよね。

○�兵庫県立舞子高等学校 高田さん　またやりたいんです
けど３年生なもので。

○�奥村コーディネーター　留年したらいい。
○�卜部コーディネーター　それはあかんやろ。
○�奥村コーディネーター　アドバイザーでいけばいいね。
○�卜部コーディネーター　その伝わっているわというのは
どの辺から自分の中に感じてくるわけ。
○�兵庫県立舞子高等学校 高田さん
　‌�　僕は行ってクロスロードを
やったんですけれども、クロス
ロードは答えがないような問い
で実際にやった問題だったら、
「あなたは避難所の食糧配給職員です。保難所には今
3,000人いるという情報が入っています。でも届いた食
糧のおにぎりは2,000食しかありませんでした。さて、
あなたは配りますか、配りませんか。」というのを何問
かやったんですけれども、そういうのをやって最初は難
し過ぎるかなとすごい心配していたんですけれども、
ちょっと周りの人と話し合ってくださいと言ったら、そう
いう問題のほうが食いつきがすごくて、これを知ってい
ますか、三択でこれが正解でしたというよりかは、これは
どうしたらいいんやろと考えてもらったらおもしろいみ
たいで、その出た意見をこんな感じで代表例として出て
ますよみたいなことを言ったりしたら、すごいそんなんも
あるんやみたいな、さっきの食糧配給の話だったら、お
かゆにして食べたらいいじゃないかという案があって、
僕自身はすごい個人的に納得した意見だったんですけ
れども、それを言ったら、おーみたいなノリがよかったと
いうのがあるんですけれども、やっぱりなんかそういう
答えがない問いとか、考えてもらうということがすごい
大事なのかなと感じました。
○�卜部コーディネーター　なるほど、何でもかんでも言い
過ぎたらあかんということかもしれんね。
○�奥村コーディネーター　避難所の問題をクロスロード
で高校生同士でやって、考えるの大事やなとかもっとこ
ういうことやりたいなと思っているようなんですけれど
も、金田さんに戻っていいですかね。子供たち学生さん
たちはこんなモチベーションで今やっているみたいです
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ね。金田さんが避難所、24年前の教訓が伝わっていな
い、何とかしないといかんというのと随分違う印象があ
るんじゃないかと思いますけれども、どう思われます？

○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　直近の避
難所でかかわったのは、広島でこの７月ですね。長期間
にわたってかかわった避難所は宮城県石巻市で３月17
日から閉鎖する10月11日まで７カ月間かかわったのです
が、いろんな人がいるわけですよね。若い人も当然いる
んです。なので、若い視点で切り取ったり、掘り下げたり
というのはとても重要なのです。女性もいる、子供もい
る、障害者もいる、外国人もいる、いろんな人たちが多
様に、まちの一部を切り取ったのが避難所というところ
なんですね。なので、こういう観点で物を見ていくのは、
私たちにとっては新たな学びと発見で刺激になっていま
す。
○�卜部コーディネーター　なるほど、なるほど。物すごいメ
モをとっているけど、物すごいリアルなゲームができるん
ちゃうかな。
○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　いいです
ね。
○�奥村コーディネーター　今使っているクロスロードもで
き上がったものを使っているけれども、何かさっき前で
話があったように結構もう自分たちの世代でね、教訓は
何なのかということを考えないと伝わらないんじゃない
かというのを肌に感じている世代じゃないですか。だか
ら金田さんが今おっしゃったように、こうやと言われてい
るのだけじゃなくて若い目で避難所の問題はどこにある
のかな、あるいは24年前の阪神・淡路大震災で避難所
の問題はどこにあったのかなと考えるのも大事じゃない
という、そういうサジェスチョンかな、メッセージかなと
僕は受けとめたんですけどね。

○�災害支援団体「チーム神戸」代表 金田さん　避難所と
いうのがいわゆる指定避難所以外、後に指定を受ける
民間避難所も含めてですけれども、多分災害規模によっ
ては特に大阪とか南海トラフを想定したときは、既存の
建物だけではとても間に合いません。阪神・淡路大震災
のときも長田消防署、長田区役所、その階段の踊り場ご
とに一家族ずつ避難しました。熊本なんか皆さんご覧に
なって騒いでいましたね。公園とかに車中泊をとって、阪
神・淡路大震災のときは公園のジャングルジムにブルー
シートをかけてジャングルジムにもたれてお父さんが寝
ていました。小さい乗用車の中で子供と奥さんが寝てい
ました。お昼子供たちが外で出ているときにお父さんが
車の中で寝たりとか、劣悪きわまりない状況でした。阪
神間の人は車をあまり持っていませんからね。電車移動

がほとんどですから。だからそういういろんなことを想
像しながら進めるというのが、きっと彼らの知的な部分
を刺激してすごく重要なんじゃないかなと思います。
○�卜部コーディネーター　なるほ
ど、ありがとうございます。もし
来たら答えてやっていただけれ
ばと思います。非常にいい話で
時間が過ぎていってしまいまし
たけれども、そんなにまとまりもなくそろそろ終了の時間
になってきているんですけれども、できれば最後に作って
みたけどこの後ちょっとこんなこと考えてみよう、もうや
めるとか、何か一言言っていただいて、次じゃあこんなこ
とをしようかなと思っているというのを、安富先生は歌
を作ると言われましたけれども、何か一言ずつ聞かせて
いただいて、次の活動というか継続でもいいですし、お
願いできたらと思います。
○�長井さん　今回は新聞づくりだけで終わってしまったん
ですけれども、もう少し時間があればどこかの小学校へ
行ってこの新聞を使って授業するということを最初は考
えていて、かなわなかったんですけれどもそれを考えて
います。

○�奥村コーディネーター　できたものをもっと使っていき
たい？

○�長井さん　そうです。伝えていきたいということです。
○�巽さん　今回、こういうことを学んできたのでこれから
先も震災のことについて学んでいきたいなと思います。
○�奥村コーディネーター　真面目になったね。震災につい
て学んでいきたい？

○�巽さん　そうです。
○�卜部コーディネーター　すばらしい。
○�竹谷さん　私は防災を通しての地域とのかかわりという
のは継続していって、ゲームのほうは何種類かあるんで
すけれども、そちらは改善と開発に力を入れて来年も活
動していけたらなと思っています。

○�奥村コーディネーター　これからに向けての抱負、歌で
すか？

○�本塚先生　歌はないですけど、防災というのはあくま
で一側面なので、防災だけでこちらから地域に出ていっ
て何かを勉強するだけじゃなくて地域のイベントとかい
ろんなことに逆にかかわっていただいて、もっと本質的
な問題というのを共有していくことも大事なので、そう
いったところにも学生に積極的に加わってもらいたいな
と、そういう意味では地域の祭りに自分たちから積極的
に参加するとか、祭りのお手伝いをするとか、単純に楽
しみに行くというのも大事かなと思って、地域の関係を
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作ってそれを学生に提供できればなと思います。
○�卜部コーディネーター
　‌�　ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。
　‌�　お時間になってしまいまして、最後奥村さんにバトン
タッチしたいと思っていますけれども、私はちょっと聞
きたいこととして今日の皆さんの話を聞かせていただ
いて非常にまたおもしろい発見がたくさんありました。
大震災を伝えるというのは模索やと思っていて、答えは
ないし、どんなパターンでも伝えるという思いとか活動
があればつながっていくのかなという気がすごくしまし
た。そのときのポイントとしては、楽しめないとだめだ
なという感じがすごいしますね。ですから、感震ブレー
カーをきっかけにコミュニケーションを楽しんでいただ
きたいし、どの言葉にしようかな？というのも楽しんでも
らいたいし、ゲームしてもいいし、それは結構ポイントの
１つかなと思ったのと、あと１点、今回はたまたま二組に
上がっていただいたんですが、この取組はずっと続いて
いきますので、次回はここのチームに壇上に上がっても
らって話をしてみようかみたいな、これを続けていきた
いなと思っていますので、ぜひおもしろい活動を楽しん
でやっていただいて、楽しく壇上で会話していただいて、
次への模索。それをまだまだ続ける時間はあると思って
いるので、継続していけたらなと思っています。私からは
以上です。ありがとうございました。
○�奥村コーディネーター　私のゼミ生には今日はちょっ
と振られなかったんですけれども、多分きっかけはいろ
いろだと思うんですけれども、阪神・淡路大震災に限ら
ないでいろんな災害対策について考える機会を得てい
る人たちがここにはいて、特に若い学生さんたちはそう
だと思うんですけれども、ただそれを私も第二世代なの
で、安富先生とか河田先生とか太田先生とかそういう先
生方とはちょっと違ったモチベーションで動いていると
は思うんですけれども、ただ今日の発表を聞いててもい
ろんな本気になれるポイントというのがそれぞれにあっ
て、どういうポイントがあるのかというのは今日だけで
は全然把握はできないんですけれども、継続していきた
いと思えるような何かを押してやらないと教訓は未来に
伝わっていかないような気がするんですよね。一人阪神・
淡路大震災の教訓を伝えていきたいですという真面目
に言ってくれた学生もいて、こういう学生も中にはいる
かもしれないですけれども、どうすれば、阪神大水害な
んて丸80年もたってどこまで伝わっているのか、私も聞
いたことはあるけれども、阪神・淡路大震災と比べれば
随分知識はないですよ。80年後の阪神・淡路大震災と
いうのがどうなっているのか、ちょっと私にも想像でき

ませんけれども、94になりますからね、私。阪神・淡路
大震災から80年とかしたら、生きているかどうかわから
ないぐらいの未来ですけどね、阪神・淡路大震災がどう
いうふうに伝わっているのかわかりませんが、だけど阪
神大水害を経験した神戸とは違って阪神・淡路大震災を
経験したここにいる世代というのは、これまでになかっ
たモデルというか仕組みを作って80年先、90年先にも
しっかり何かを伝えていこうというチャレンジをしてい
るわけですよね。今日感じたのは非常にいろんなスイッ
チがあるんだなというところで、そういうのもこれから
もっともっといろいろ模索していきながら、その阪神を
経験して必死な思いで今何とか伝えたいと思っていらっ
しゃる方々に答えることを目的としなくてもいいのかも
しれませんけれども、私たち自身がしっかりと楽しんで
毎日を生きていける、そういうものを得られるきっかけ
がこの防災になればいいのかなと思っていますけれど
も、この後、河田先生が講評してくださいますので、河田
先生はこういうのを聞いてどう思われたのか、第一世代
が代表してこの後我々にメッセージをいただけたらと思
いますので、どうぞよろしくお願いします。今日はもう午
後１時回っていますよね、おなかもすいてる時間だと思
います。我々の司会の管理の不手際でちょっと延びまし
たけれども、こんな感じで来年度またどうなるかわかり
ません。またこういうふうに二人でやるかもしれません
けれども、ぜひ来年もここにお越しいただけたらと思い
ます。今日はどうもありがとうございました。
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グラフィック
ファシリテーション記録
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グラフィック
ファシリテーション記録
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○河田惠昭  人と防災未来センター長　
　初めまして、河田でございます。土曜日の朝10時から多くの方に、お集まりいただきありがと
うございます。私は24年前に「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」を作りました。大きな災
害が起こり、その教訓を将来に活かしていかなければならないという思いがあり始めました。そ
して10年ごとに執行部を替えて、今は「災害メモリアルアクションKOBE」と名称を変え、ここま
で続けてきました。
　なぜこれまで続けているかといいますと、私たちは災害文化を作らなければなりません。実は
阪神・淡路大震災が起こるまで災害文化はありませんでした。しかし、文明はありました。阪神・
淡路大震災が起こった日の夜に、大阪ガスから私に電話があり「随分大きな被害が出ているの
で、どこから手をつけたらいいのか、その情報がない。余りにも広大に被害を受けているので、
どこから手をつけていいのかわからない。」と尋ねられました。修理する方も資源が限られてお
り重要なところから修理をしなければならないので、それを私に教えて欲しいと言うのです。そ
こで、私は「電気のついているところからやりなさい。」と答えました。一体どこに電気がついて

いるのがわかるのかというと、実はわかっていたのです。当時、アメリカ海軍が打ち上げている軍事衛星で夜間衛星があり、電
気がついているところは明るく映りますので、そこからガスを供給する順番を優先したらどうだと私は答えたのです。実は、こ
れで阪神・淡路大震災のガスの復旧工事をどこからやるのかということが決められました。つまり、文明が役に立ったのです。
　ところが、災害文化がないので被災者の生活再建はどうするのかという知識は全くありませんでした。この災害文化を私た
ちが作っていかなければなりません。災害は繰り返し起こりますので作るだけではだめです。これをどのように伝えるのかとい
うことが大事なのです。特に大きな災害ほど本当にみんなが忘れたころに突然に起こります。そこに阪神・淡路大震災の教訓
を使っていただかなければなりません。
　ただし、私たちの生活もどんどん変化します。例えば、去年７月の西日本豪雨で237人が亡くなりました。そのうち倉敷市
真備地区では51人が亡くなり、その51人中、高齢者が46人で90％を占め、その46人中42人が避難行動要支援者でした。端
的に言いますと、二階建てのお家に住んでおられて一階で亡くなられていたのです。自分の力で二階に上がれなかった人が亡
くなる社会になってきたのです。
　南海トラフ巨大地震が起これば、津波で22万人が亡くなるという政府の被害想定があります。高知県では今130基の津波
避難タワーがありますが、例えば、南海トラフ巨大地震が起こったときに、家具の固定をしていても震度６弱・６強の揺れが
１分から３分続けば家の中の物は倒壊し、昨年、真備地区で起こったように玄関にたどり着けない高齢者がたくさん出てきま
す。ハンディキャップがなくても１分から３分揺れていたら、家具を固定していても駄目なのです。全部倒れてきます。家具の
固定がなぜ良いかというと揺れたときに家具が倒れないからです。少し時間が経つと倒れますが、その間に身を隠すというこ
とが大事なのです。どんなに固定していても震度６強や７では全部剥がれて落ちます。揺れた瞬間的に倒れないだけで、その
時間差を稼いで机の下に潜り込むとか、掘りごたつに潜り込むことで命が助かります。22万人というのは避難が間に合わず亡
くなるということですが、家の玄関にたどり着けない人がたくさん出てくれば22万人どころではないのです。南海トラフ巨大
地震は震度６弱以上の揺れの想定の場所に、今4,000万人が住んでいます。4,000万人の中の高齢者で玄関にたどり着けな
いという人が、津波でやられると考えればとんでもないことになります。
　今日は、阪神・淡路大震災の未災者が未災者にどのようにこの情報を伝える、教訓を伝えるかということを発表いただきま
したが、まさにこれから起こる災害は阪神・淡路大震災でも経験しなかったような被害が出てくるということです。起こったら
必ず教訓は生まれます。しかし、その教訓が、そのままでは役に立ちません。色々限界があることを知っていただき、この教訓
をどんどん変えていただかなければいけません。それから我が事と考えていただける社会にしていただかないと幾ら教訓が
あっても実は役に立たないのです。色んなことを経験すると経験した人は賢くなるのですが、未経験の人はそんなうっとうし
いことは考えたくないというベースがありますから、なかなか我が事として捉えていただけないので、そこをどう突破していく
のかということが災害の教訓をどう伝えるかということと同時にとても大事だと思っています。
「災害メモリアルアクションKOBE」のようなことを行っているのは、実は日本だけでなく、世界的にもここだけです。つまり経
験しなければ賢くならないような社会にしてはいけないのです。そういう意味で未災者が未災者にどう教訓を伝えるかという
ことは本当に大事なことです。そういうことを今日わかっていただき、この運動をどのように続けていくのかというのはとても
重要ですし、これは一人ひとりがサポートしていただかなければなりません。これは社会の問題ではなく、一人の人間としての
生き様の中にこのことを持っていただかないと、私たちの社会は潰れてしまうということを考えていただき、この機会に、今ま
での考え方をもう一度リファインするということに今日の成果を使っていただけたらと思います。
　少し難しいことを申し上げましたが、なぜ24年も続けているのかというところに、これからの安全・安心な社会を作るに
は、未災者が未災者にどのように過去に起こった災害の教訓を、しかも、それがそのままではなく新しく価値観を変えて伝え
ていく必要があることをご理解いただき、これからも活動をしていただきたいと、私自身がそのように考えています。
　実は私、今年から赤系統のネクタイをすることにしています。政府を動かすために攻撃的に行くためです。まずはアクティブ
な服装ということで赤系統のネクタイをすることにしています。私もそういう単純なことですけど努力をしますので、皆さんも
単純なことでもいいですから努力を継続していただきたいと思います。今日はありがとうございました。

閉会のあいさつ

河田惠昭センター長
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災害メモリアルアクションＫＯＢＥ２０１９のことば
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災害メモリアルアクションKOBE企画委員会名簿
【企画委員】� ※委員は氏名五十音順

役　　職 氏　　名 所　　　属
企画委員長 牧　　紀男 京都大学防災研究所

委　　　員

伊藤亜都子 神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

卜部　兼慎 NPO法人防災デザイン研究会

太田　敏一 防災科学技術研究所客員研究員

大塚　毅彦 国立明石工業高等専門学校

奥村与志弘　 関西大学社会安全学部

河田のどか (特非)さくらネット

近藤　誠司 関西大学社会安全学部

高森　順子 大阪大学大学院、阪神大震災を記録し続ける会

中野　元太 京都大学情報学研究科博士後期課程

西口　正史 ラジオ関西報道制作部 記者

馬場美智子 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科

福岡　龍史 エフエム・プランニング

本塚　智貴 国立明石工業高等専門学校

安富　　信 神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

横山　愛子 株式会社ＧＫ京都

和田　　茂 兵庫県立舞子高等学校

【サポーター】
甲斐聡一朗 兵庫県災害医療センター

越山　健治 関西大学 社会安全学部

諏訪　清二 防災学習アドバイザー・コラボレーター

細川　顕司 公益財団法人市民防災研究所

松元　正博 NPO法人 人・家・街・安全支援機構

宮本　　匠 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科

矢守　克也 京都大学 防災研究所

【顧問】
河田　惠昭 人と防災未来センター、関西大学

土岐　憲三 立命館大学衣笠総合研究機構 歴史都市防災研究所(特別研究フェロー)

新野幸次郎 神戸大学(名誉教授)

林　　春男 防災科学技術研究所

災害メモリアルアクションKOBE2019参加学生名簿
※順不同

グループ名 氏　　　名 所　　　　　　属

兵庫県立舞子高等学校

加藤　昌也 兵庫県立舞子高等学校 3
住吉　　悠 兵庫県立舞子高等学校 3
信川　亮太 兵庫県立舞子高等学校 3
高田凜太郎 兵庫県立舞子高等学校 3
大塚　美紗 兵庫県立舞子高等学校 2
中谷　　海 兵庫県立舞子高等学校 2
戸澤　幸咲 兵庫県立舞子高等学校 1
前林　亮香 兵庫県立舞子高等学校 1
松岡　紗輝 兵庫県立舞子高等学校 1
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グループ名 氏　　　名 所　　　　　　属

関西大学 社会安全学部 
奥村研究室

川﨑　雄太 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3
藤岡　拓実 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3
豊澤　弘八 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3
西川　智裕 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3
稲葉　真緒 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3
久保　真羽 関西大学 社会安全学部 奥村研究室 3

兵庫県立大学
＋

神戸市立渚中学校

折橋　祐希 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 修士課程 M1
喜田悠太郎 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 修士課程 M1
村尾　佳苗 兵庫県立大学環境人間学部 B3
西田　　凜 神戸市立渚中学校
伊藤　実八 神戸市立渚中学校
太田　咲花 神戸市立渚中学校
猪谷　朝香 神戸市立渚中学校
松北　瑚雪 神戸市立渚中学校

国立明石工業高等専門学校 
D-PRO135°（明石高専防災団）

開発チーム

石原　由貴 国立明石工業高等専門学校 2
塩坂　優太 国立明石工業高等専門学校 2
金子　雄哉 国立明石工業高等専門学校 2

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°（明石高専防災団）

地域連携チーム

竹谷　夏葵 国立明石工業高等専門学校 4
谷郷　風人 国立明石工業高等専門学校 4
多胡　　旭 国立明石工業高等専門学校 4
榎本　卓真 国立明石工業高等専門学校 4
茶島菜々子 国立明石工業高等専門学校 4
上野　美里 国立明石工業高等専門学校 4
樹下　晴香 国立明石工業高等専門学校 4

神戸学院大学 現代社会学部 
社会防災学科 安富ゼミ

池内麻菜美 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
池上ひなの 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
岡崎琳太郎 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
川口　祐生 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
巽　　　翔 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
寺井　美紀 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
寺尾　莉子 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
土居　大輝 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
長井　裕貴 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
林　　修功 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
東　萌菜美 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
森　　達也 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
森脇　稔喜 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 3
安藤　彪華 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
楠橋　　力 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
佐々木文都 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
佐藤　菜都 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
鈴木　大貴 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
武岡　洸樹 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
田邊　銀平 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
灘井　彩乃 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
林　　優真 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
山　　楓生 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
大矢　哲也 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2
榎本　倖生 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ 2

45



発表風景・交流会等
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キックオフ会（ワークショップ） 2018年8月17日

中間発表会（ワークショップ） 2018年11月23日
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